
Title 畑作経営における作付決定行動

Author(s) 小林, 一

Citation 農業経営研究, 5, 1-43

Issue Date 1978-02

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/36375

Type departmental bulletin paper

File Information 5_1-43.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



畑作経営における作付決定行動

小　林

1。　はじめに

2・　考察対象の概要

3．下下分析による作付決定行動の実態

　1）．作付決定行動の実態

　2）作付決定行動様式と経営主体の性格

4．　まとめと今後の課題

1、はじめに

　従来よりわが国の縫方経営研究の中では，経営組織論はとりわけ重要左研究領域

を占めてきている。とくに、ドイツ農業経営学に強く影響されたいわゆる伝統的経

営学と類称される戦前のわが国農業経営学にあっては．要．素論、組織論．管理運営

論とつらなる体系の中で組織論はその中枢部分をなすものであった。

　しかし、戦後、このようなチューネン．エーレボー、ブリンクマン等の系譜をひ

く伝纐獺欝に対していろいろな批嗣1が寄せられて討？その糖組繍命につい

ても多くの問題提起がなされている。たとえば、私経済の排除による生産構造論的

分析祝点の欠落、或いは動態的分析祝角の欠除、生漉力論的分析祝角の欠除など（

これらはいずれも警接に関連していると考えられるが）をはじめとしてさまざまな

かたちで理論的限界が指摘されていぎ響

　しかしながら、既存の農業経営学、とりわけ農業経営組織論に対するこうした多，

くの問題指摘や、理論的限界を克服するためのいくっかの研究方法論の提起にも拘

らず、今な齢経営組織論は農業経営理論の中で必ずしも充分に体系づけられている

とはいい鰹登い。

　この理由として考えられるのは、一つには、従来の農業経営研究の理論的範疇で

は農業経営主体を経済学的にホモ・エコノミクスとして一元的に抽象化しているの

に対し、現突の艘業経営主体はホモ・エコノミクスとして一元化して把えるにはあ

まりに多様な性格を有していることである◎すなわち、「小農」経営が支配的なわ、

が国にお・いて、ひとくちに「小農」といってもその内的・質的な性格は必ずしも一
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様ではなく、そこで掲げられる経営浮標や実際の経僧行動にはその存在形態によっ

て微妙な違いが存在する。そのため、経営主体の質的な発展段階に応じて経営組織

詑の行凱当然相違してくるからであるく§）

　いま一つの理由としては、このような経営主体の質的多様挫とあわせて、新しい，

農業経営理論として提起されてきている研究方法論でも理論的深化がい凌だ不充分

・であるところがら、複雑な実態の中から農業経営紐織化の原理を解明することは霞
　　　　　　　　　　　　　　　（4）
難な状況にあるという限界である。

　こうした状況から、これ蓑で農業経営組織諭で1二t理論として震業経営の生産力展

瀾や経営の動態的な推移と関わって経営組織の渡期過稗を充分に解明で．きつ轟、それ

がひいては実際の農業経営の経営組織論的な把握のひ弱さにもつながっていたと考

，えられ謂

　そこで、小論では生産力視点から農業経軒灯織論研究への接近を饅的として若干

の考察を行なうことにする。ここでいう生産：力祝点とは、農業経営組織のあり方を

“：生産力の具体的な表われとして把え、その推移を経僧の展開っ嘘り生塵力の展開過

程に位置づけて把握しようとする立場である。

　な澄、実際の分析対象には畑作経営を事例にとりあげ、生産力祝聖から畑作経営

に暴ける経鴬組織成立の論理を解明することを最終的左課題とするが、ここでは一一一

応、課題への一次的な接近段階として問題を畑作経営に蔚ける作付決定行動に限定

して扱うことにする。何故なら、農業経営隷織成立のメカニズムを考察する場合に，

あらかじめ事々主体め性格と関わって経営現敦の基底となる個別経営の行動原理と

しての経鴬紐織構築の行動様式を把擁してま・・くことけ、最も墓礎的かつ電要薦痔1題

だからである。この場合、作付決定行動は経’llξ組織構築の行動とは全く岡一一では左

いが、その主要部分を担うものとして位置づけることができる。

　そこで、上記のような問題意識訟よび課題に従って、以下では次の点に重点をお・

きながら考察を行なう。

　まず、轟業経営実態調査にもとづき、それぞれの経鴬で作付決定に際して経営要

素としての作物や土地、機械・施設、労働力などの評価や位置づけの実態を確認す

る。そして同時に、作付決定に対する導燈的認識や作付決定方法むよび作付決定の

実態を検討し，両者の関連を明らかにして畑作経営にお・ける作付決定行動様式の実

相を明確にする。

　次に、そうした分析をふまえて低回経営の動態的な怒営組織の展開過程、つまり

生産力の展開過程を作付変動などの指標を中心にしながら整理し、経’営の階屑性を
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明確にして摘娼された作付決定行動様式を経営主体の階層的な行動様式として位置

づける。

　そして、これらの整理の上に、畑作経僧の経営紐織成立のメカ訊ズムを分析する

ための手がかりを模索する。

2、考察対象の概要

　研究を進めるにあたって、導体的な調査地域として北海道の中核的畑作地帯であ

る十勝地域の芽室町をと夢あげ、その中でも芽室町の畑作農業を最も良く代表する

川南地区に着醒して、地区内の3…戸の畑作専業1農家を対象炉こして実態調i査を笑施し

たQ

　なお・、調査事例のサンフ’リングに際してけ、町内の’金農家についての過：去20年問

の作付動向を中心とする経僧実態動向を〉堕した町役場の資料を利用した。そして、

とりわけ理論的な枠糸11みとの関連で、自然的立地条件がほ傑同一な経営について規

模条件や作付構成に酋己暫して、最：近の経’避耕地面積規模の動向が比較的安定的な経

営のrl…で画積規摸がほぼ1司一一でありながら作付構成が相違したり、或いは作付構成

が同じでも爾積規模が異なるような事働を意識的に抽出した。

　この継’覚実態調：査の結果を中心にしながら分析を実施するが、ここであらかじめ

調雪笹i家を含めて、近年の十勝地域に：レける畑作農業の概括的な動向について簡単

に触れ．てむく。

　北海道の中核的畑作地41｝である十勝地域にむける近年の畑チ乍経営の変貌には目を

みはるものがある。とくに昭和30年代半ぱ以降、急速に進行するトラクター化の動

きをrl毒心とする新しい生産舷術の導入と、それに並行して離農の激発に伴う経営の

規模拡大が一般化するが、この過程で作付体系は、馬耕・プラウ農法段階で支配的

であった略葱的な「翻作偏重．1型から「深耕・多肥．1の栽培技術に裏付けられた根

菜類の作付の急速な伸長へと変化し、最近では±地利用方式を始めとして畑作農業

の経営紐織の突態は大きく変容してきている。

　とくに、十勝地域の中央部に位羅する芽窪町は，十勝の中でもとりわけ先駆的に

機械化が進展してきてお・り，十勝の出麓．沿海1占1辺部に比較して比較的早くから一ま

め作が後退して根菜類の作付が増加してきている。そして、地力問題への対応や加

工資本の進出などの理lllから昭和40年代後半以降、小麦やスイートコーンなど禾本

科作物の作付が増罪し、スイートローンでは娼年より、そして小麦の場合には昭利

49年以降、小麦生産奨励政策に影響されて作付が急増して、最近ではてんさいやば
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れいしエ、小麦、スイートコーンを軸にした新しい作付方式に移行する経営もかな

り見受けられるe

　そしてこうした条件下で、従来はその採用が極めて園難な状況にあった輪作体系

の確立の動きが最近に至って漸く一部の経鴬群で顕在化してきている。しかしなが

ら、逆にもう一方では最近の経営の専門化・単純化を中心とする新しい構造変化の

下で、根菜類過作傾向による地力問題の併発を始めとして過剰投資や負債問題、後

継者や離農問題、或いは経営闇の集団組織化の問題など、新しい経営問題に直面し

ている経営群も決して少壊くない。

　考察対象としてとりあげる事例もこうした状況の下に存立している畑作経営であ

る。

3、事例分析による作付決定行動の実態

1）　作付決定行動の実態

　以下では、調査事例の経’三三休としての機能の一端である作付決定行動の実態に

ついて検討するが、それに先立って懐ず、調査事例農家の概要について簡単に触れ

て齢く。

　（1）調査事例農家の概要

　第1表は調査農家の経営概要を昭和51年の耕地面；績に従って小さいものから順番

に整序したものである。

　調査農家は各々、昭和43年時点で15～20遜π層及び20～25磁屑の両階層に属するも

ので、その後、昭和47年～51年の規模拡大は少なく、安定的に推移してきている。

昭和51年の面積規模では15～20磁屑が17戸、20伽以上屑が14戸である。

　また、作付構成についてみると、昭利5甕薙で根菜類（てんさい、ばれいしょ）は

30％～75％、まめ類は0％～37％位の範囲に分布している。とくにここで注目して

於きたいのは、以前の「護めの十勝．｝を代表するような残め作比率の極端に高い経

営はほとんどなく、根菜類や禾本科類（小麦、スイートコーン）を軸とした新しい

作付体系をとる経営が支配的なことである。

　家畜飼養は、ごく一部の経営を除けば全く行なわれてお・らず，ほとんどが無畜畑

作専業経’営である。

　（2＞　経営要素の評伽・位置づけと作付決定行動

　次に、経営の作付決定行動に重要差影響を及ぼす経営要素の性格を把握するため

に、各経営で作付決定にあたって経営要素としての作物や土地、機械・施設、労働
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26 24．3

23．2㌔．．．｝．曽．r常一．7．

Q4．1．箱…㎝一L．．．

Q・1．0

23．5P幣¶幽■．「蝉「r

Q4．1…㎝」｝．

Q3．9

23．5
Bガ．…1’

Q3．9．…．一㎜．一

Q3．9

　　2「…．．－内“．．楠幅・

@　2．．鵬謝麿“．応馬圃一．．”卿

@　2

　30．？　門．，．、．．．．」．

@32．7冨　嘔．巾叩曹　蔦．轍．h．．一．吊甲丁

@3L2

h　4．7

　23、8．罰，F学「順周．．h．h．，．．内．r僻

@2｛｝．6 12．6 0 〃

27
　　．「

奄V．5

　17．壌．．幽㎎」w．匡．ウ．L．．■臨

@29．4闇．、．．．”．憎鼻．．㎜悼P．．－．rr

@l7．，1

@25．8内…　唱肖r撃．r【幽【閲．

@263

13．0 15．5 2L7 L3 〃

一 一r騨幣，¶軌…喘L」．帖 ．r脚．隔“噛・h「．h．▼”㌦噌．榊．

2＄ 2｛〕．0

22．9…．闘｝辱、

Q3．5．．”「㌔、．「闇．㌔」

Q4．3．．喩．「目胤㎜．胃．

Q3．9．「｝．膠　．．顧

Q5．5．甲¶一．隔需■．

Q8．〔〕雫■．－【P常FF，舳

Q7．8

28．2

唱一脚」鴨．．曹畝

@0
．．幽…騨

@19．8 24．6 L6 〃

3．1

．置「．

@25、1 15．9 L8 〃29　脚一

R0

R1

183趨－曹一．騨…

Q2．8

Q2．7

　2・1，4　　「「mh．．「旧．．

@23．6■■．．一一～．．

@26．6．一｝～

@26ユ

25．2“甲鼎憎．、．一旧

Q5．5．一了椚．陶一

Q5．9．．一i｝幣補＿

Q8．1

25．2．F鼎．h酌圃．．．四L

Q515値．．，．一周．．r．w閲

Q5．7．．…，一．

Q8．1

　　4．㌔帰ゴ，隔．M一叩…幣・噛暢

@　3」．鞠…．．，■髄【「．「内鵬噂旧hヤ

@　4．圃．」…甲一

@　2

ｴ…畠．．刷門内…7．一．．

　278w置断叩一．L．甲，．噛．㏄．．鼎「

@3L1

@36．？

7．7 12．5 ！7．1 7．2 鶏200羽
　24．5滞｝．．一▼内．闇．國．．内L．【，買．r1

@30．2

欄．．「樋｝雫．．一．，．．．正日鳳．」．．

7．1 6．4 玉6．｛｝ 3．6 な　し

注1）

注2）

糸釜肇蓄り箋態却墨速ffi、ζり｛乍∫盛ζo　ただし、

糸釜’還重り姥態表j　を（二よる。．

f乍’罫1で湾成の「．その機hj　のf乍醤勿¢主、

ち．や、にんじん）を含．む。

1｝銭漆縫13侮こ、　49勾三の彰lj也1醗駁｛ヌ鈍蓄莫七t男二雀亜田fそ隻場の　f芽室IB．1幽農業

薫にアスパラガスであるが、その他に牧草や一部野菜（かぼ
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第2表　作物の収益性及び作物別作付決定願序

提家

ﾔ号

作　物　の　収益性　序　棚
作物の収益性尺度

館　1　位
　　　　　
諱@2　位 第　3　位 舗　4　位

拓．1 てんさい ばれいしょ スイートコーン 小淡 所そ1｝と安全性

2 ばれいしょ 小麦 スイートコーン 所得

3 てんさい ばれいしエ まめ
！　、・　㌔　ノ㌃

Xイートコーン
籾石入

4 ばれいしょ 小麦 スイートコーン かほちや 粗収入

5 てんさい ・1羨 ぼれいし柔 スイートコーン 経費と所紛及び安全性

6 てんさい ばれいしょ まめ 糧収入

7 てんさい ばれいしょ スイート”一ン 小麦 粗収入ないし所得

8 てんさい ばれいしょ やさい スイートコーン 所碍及び安全性

9 てんさい ばれいしょ まめ
ス｛可コーン
ｬ麦

所符

！0 種子月｝小麦 ばれいしょ てんさい

＿一一rr繹幽

Xイー・ト”一ソ 所鴛

11 ばれいしょ 憲め てんさい 収llミ：

12 てんさい ばれいしょ 小麦 ス｛一トコーン 搬収入及翻ヲ1得

13 てんさい ばれいしょ スイートコーン 小憩噌智∫………一…置 犀淀性（幽門、作況）

14 ばれいしょ てんさい 小澄 ．煮ゴ＝蚤コーン

“買圃

ﾀ定性　　一

15 てんさい
でvj5σU
ﾎれいしょ

　　　　　囎用　w需

H版｝1れいしょ
ス、｛一トコーン
E・か 所得

16 てんさい ばれいしょ 大乾 小津 糧収入

17 てんさい
種…考

@tい
食鷹£れいしょ 報収入及び所術

重8 調 査　　　未 了

19 ばれいしょ てんさい 小麦 ス4一トコーン 声ヲ1得

20 てんさい ばれいしょ ・1後 スイート3一ン 粗収入及び所術、安全性

21 てんさい 小麦 ばれいしょ スイートコーン 粉収入

22 談め てんさい 食用ばれいし主 所鴛

23 てんさい ばれいしょ 議一”一ン 粗収入

24 てんさい 小麦 はれいしょ 小身： 所得

25 小麦 小豆 てんさい げ瓢（しょ 利調ないし利潤率

26 てんさい ばれいしょ やさい スィートコーーン 所得

27 てんさい ばれいし之 スイートコーン 所裕と安全性

28
　　　　　、h学丁噛■

ｬ麦
罹一劇し

ﾎれいしょ

黶D
ﾄんさい＿．＿

ｬ麦

綾め「一h炉眺幣一…

ﾝ

労働報酬（労働1痢「D

29 てんさい

スイー膚頴一ンP，「厚四「hFrP了摺卿鵯凹…りrr舶「hL

Xイートコーン

一．」」－曜．、・F噌Pr－r“圃唱一rr酬

ﾎ才1いしょ

」」炉P■曹「勲r騨r噌閲「■闇…

P箔！｝と粗収入、安全性

30 てんさい

1珊レ・てπ・・麦

まめ スィートニ，…ン 地力

31 てんさい ばれいしょ 寮め 承戸　ン 鮮費と所得、安全性

注1）作物別1材寸決定1脇芋の中に紀した※印は、作付決定の変更や埋延のあったものを示す。
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｛乍物別作付決定懲庫　　　　　　員r｛和52年度

第1位： 第2位 鎮3位 第4位 第5位 鯖6位
小麦 てんさい ばれいしょ スイートコーン

ｬ…
，暗1

D馳い．轟
小麦 ばれいしょ スイートコーン 乎亡 えん衷 かぼちゃ

小麦 てんさい ばれいしょ ス躍一トコーン

ﾜめ
スイ㎝’ニコ｝ン

x菰玄江，＿＿

ｬ豆　iii

小麦　　．一一　幽．幽

ｬ麦

　1＝rれいしょ｝徹rさ伺灘π

ｵょ・スイート瓢一ン

小麦
」｝一「

ﾄんさい ぱナtいしょ 小寵 スイートコーン※ 大鉦※

小麦
　圃内「．早瓠幣一．「噺．■牌一“■hW

ﾄんさい
咽団ぼ一．．，雫呼腎■併「，「

ﾎれいしょ スf一トコーン

小麦
踏旧一P．内｝L

ﾏ才1いしょ
ス・‘一ド1一ン

竄ｳい
スイートコーン※

小麦

てんさい憎一hr罰r州r「幅h．、m■酒一L．｝幽P蔦．憎．－rr罰「．曹、．一噂■幽岡炉P

ﾄんさいF”配脚“一轍｝㎝糟一．「，h．曹．．．■岬幽．Ψ

ﾎれいしょ

ばれいしょ まめ

　しげ，PR網」内卍，｝，．一．辱，噛，F，軌

ｬ麦

　ス．で一ト瀞一ン馳早．騨朋鞭－…”欄～隔■P駒儲闇…「一～

Xf－i・コーン 縛亡※
小麦 てんさい ばれいしょ スイートコーン
斜’1物同…時期メ淀

　　　　炉．騨，「¶S1’｝三物li4一一時期

?宛

一｝■一■．冨「馳，

X｛一ト”一シ※
等，｝．…謄軌

ﾍ轄ちや　※

てんさい．塗
甚饗こ甥小麦（小豆）

噛てんさい

ﾄん＝さ“；ばれ熔而

｝でえ源瑞

w茎レ｝し婁
　　食騒レ擁工用
D＿llζ額d感、＿．． スイートローン

でん源用
QLll；旗い．

閉旧．…國i「・，ヤ

ｬ麦 ．し孟．叡一トコーン

小友 てんさい
｝ほ瓢．よ（淀ん麦）

スイート帰一ン
ス仁卜欝→’※てんさい遠

調 査　　　未 了

小笈 て入さい
ス｛：ごF駆一ソ

ﾍ；敗・しょ

小友 てんさい スで一｝・＝」一ン ぱ瓢へし主

小：麦 てんさい ばれいしょ スイートコーン 譲め

小篁 小麦

．簡了隔m買｝膚．り泊．

Q敵：肱いしょ 齪llじ¢鱗、用 スイートコーン

小麦 てんさい ばれいしょ スイート”一ン 袈鴨撃欝
小麦 てんさい スイートコーーン スイートトン※

　　　　　内一
ｬ麦

ばれいしょ巾一轍〒鼎、■■甲値LTh翻．■「．削酌内L．「「四…

ﾄん盛い 小ぎ～： 喪用ばれいしょ
でん1，鋤・．1㌧iい’

ス｛一トコーン※

小麦 ばれい1，毒 スイートコーン

小麦 スイート＝2一ン まめ 大IE金時※
一一　皿｝噂，一－F．一…一「凡

@　　　調

てんさレ・「一一厚w，9鮒一．．魑｝一｝，．，帽劉陶1鼎，．

ﾄんさい．、～¶P曹肝吊隔一内　F．㌦内1町・…・．7炉早

@査　　　未．「闇置“．．剛．「呼吼用■．n■閲、隔．．馬踊内

sBl＝肺いしょ※

．…F駒｝、需　

ﾎれい・し志｝＝；｝．冊………｝

@∫T”rh■r．帰凹．配｛炉柵｝一博」内■買■「

一㎜．．

再1窪砺偽魁
臨｝藺。曹酬曹幽鰍鵬一眉闇㎜L「．一h，．．…”一

小麦 てんさい
コ灘瀬．よ
@ス‘一一ト欝一ン1押r雫一．・　噂　一・．h㌦　「一「叫

てんさい　N；　　　　炉　o　、

鐙物同一時期
，…舗者■h噛脚，國「n“T「｝…．欄
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力などがどのように評価され、位置づけられているかを具体的に各々の要素に即し

て検討する。

　①　作物の収益性及び作物別作付決定順序・

　ここではまず、経営内の作物に対する経営経済的損1面力・らの位置づけを把握する

目的で「作物の収益性」をとりあげ、次いで、これが実際の作付決定に際していか

なる影響を及ぼしているかを検討するために「作物別作付決定順1芋」に注訂して、

この二つの指標を中心に分析することにする。

　最初に，作物の収益性について検討するが、震ず各経営にむいて作物の収益性が

いかなる尺度で把握されているかをみたのが第2表の「作物の収益性尺度」である，，

この内容を吟味すれば次の四つの考え方が確認される。一つには、所得や粗収入あ

るいはそれと安全姓をあわせてその内容とするもの、二つにけ、それと関連が深い

と思われるが安全性を内容とするもの、三つには．利潤や労働所帯を内ぞ弄とするも

の、四つには、地力や県営を内容とするものである。事例的には所得・て）糧収入、安

全性を指摘する経営が大半である。

　そして、この収益性尺度を基準にして位置づけられる「作物の収益性序列」をみ

れば、最も多いのは1位、2位が根菜類で、次に禾本科類や畳め類のくるタでブで

あるが、その中でもてんさい一トばれいしょ…・スイートコーン・小麦・まめぐり順位を

あげるものが多くなっている。このような経営は、収益性尺度の内容として粗収入

や所得或いは安全性などを指摘しているのがほとんどである。寮た、序列の1位に

小麦が置かれている経営が一部にみられるが、これらは収益性尺度の内容として利

潤や労働所得をあげている経営で、耕地両積が死較的大きいのが特徴である。

　次に、ギf乍物別｛乍付決定順序」をみれば、一部に全作！吻を同一・時期にli｝脚芋に決定

する経営があるものの、ほとんどの場合、作付決定に際して作物間には一定の決定

時期のずれが認められる。そして、ほとんどすべての経営で館1位に小麦がi翠ばれ

ているが、順序として多いのは小麦一・てんさい一・ばれいしょ一・スイートコーン．（

寮め）のタイプである。作付決定の遅延や作付の変誕では，スイートコーンが最も

多く、次いでまめやばれいしょ、てんさい、かほちゃ左どが多くなっている。

　この作物別作付決定1ぎ1劉鴇の1願序と作物の収犠紺生序列との関連を検討すれば、収益

性序列では総体的に順位の低かった小麦が作IJ’決定順序では館1位に左っているの

が特徴的であるが、作付決定順序の第2位以下’では収益性序タ弩の瀬序と比較的共ll豊

性が認められる。このことから作付決定に際しては、作物の経済的な位慨づけが作

物別作付決定順序にもかなりの影響を及ぼしていることが推測される。
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　②　土地の評価と作付1劇場の実態

　作付決定と土地との関連は、第3衷に示すように「土地の評価」と「作付圃場の
実態（鰍規模と形状）」創・心として瞬ける（ll

　調査農塚における経営要素としての土地の評価についてみれば，懐ず、「最近の

圃場にお・ける地力動向」では一部4）経’滋でゼよくわからない」というものはあるが、

大部分の経営でその実態動向を経験的に把握してお・り、生産手段としてとりわけ：重

要な±地に対して少なからぬ関心が向けられていることがわかる。

　そして、経営内の「作付f鮮場の位置づけ」をみれば、「たよりにしている園場」

或いは「そうでない±地．iのようなかたちで，購場闘に一定の優劣関係を意識して

いるものが相…当存在する。調査対象地区けほとんど乾性火ili灰土壌で覆われて語り、

調査農象は±脳条件には比較的悪まれているが、たよりにならない土地というのは

その中にあって、傾斜地や湿地、飛び地、石礫地など何らかの意味で刷場条件の劣

るものである。

　ただ、ここで問題になるのはこれら圃場闘の優劣関係が作付決定にいかなる影響

を与えているかということである。この実態について、手懸鴬の過去3ケ年（昭和

50年、51年、52年）の作付図にもとづいて作付嗣場の1枚玉‘ №ﾌ作付状況や作付決

定時期、或いは作業過程でのは極・移擁、収穫作業など主要な作業に即して置1眼間

の作業順序等を検討すると、調査農i家では姻」易条件によって作付規制を受ける部分

はごく一部に限られてむ珍、ほとんどが慮由な作付のできる1醐場と液っていること

がわかる。

　し；かし、これをもっと詳細にみれば、ギたよりになる±地」や「そうでない土地

」とは違った側賠1から醐揚の優劣関係が耳蝉になってくるが、それは作付圃場の面

積規摸や形状の条件である、，そこで、作付1醐場の規模や形状と作付決定との関連を

明らかにするために、昭和5肇年度の作f・，をめぐって作付作物と作付圃場の規模や形

状：との関係を一まず分析する。

　麗々の経當の作｛・1’作物に即して｛飼場を韮枚づっ整理して、その枚数や平均面積お・

よび形状の分布状況を綾とめたのが第3表一（蓋）と第3衷一（2）のゼ作付圃」易の実態1で

ある。表より明らかになる特徴は以下のようである。

　1測場枚数け1戸平均でおむよそ’塞2枚志度’ぐ｝あるが、…作付馴あたりの平均爾積を

みれば経當罰でのばらつきが大きいものの、総体的には小規模層でやや小さく、大

規模膚では比較的大きいという傾向が紹められる、，

　また、圃場の形状についてみれば、比較的小規模層の経営や1作付鵬当りの平均
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策3表一ω　　土地の評価澄よび作付圃場の実製ミぐ昭和51年慶）

±　地　の　評　価 各作物の作付
農家

ﾔ号

　　　　一■．吊…渦崩．
?付嗣場の位醒づけ てんさい げれいしょ

最近に訟ける地力動向 たよりにし

ﾄいる土地

　L戸w騨四」」■Pσ「

ｻうでない
y地一■、、h　監9．4eの酔F職劉「FrrP

@　O

・…一．「h「m「．買

〟@数

雫」P内辱ρ

｢均lfll

U（躍σ）　LT暫

ｵ2

枚　数

姦　1 一部上向
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第3表一② 作付圃場の実態　（昭利5重年度）

金高の作付瞬場の規摸別分霜（％）
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12£甲

p－㎜　髄｛　

Pβ�

3鼎

黶|冒．　h「　

Q．1� ρ� β� ．4� ．0� 7� 2．3

積の小さいものに不整形な圃場が多くなっている（，

次に、作物別に作付圃場の規模別分布の状況を検酎すれば、第3表一②でも明ら

なように、作付作物のうち圃場面積の最も大きいのがてんさいであり、次いでば

いしょが大きく、次に小麦・スイートぼ一ンの順になっている。茨めではやや小

模と効、やさい姪。ては極端に，1・鰍とな。てい課

これを前述した作物の収益性序列と照応させれば、収益挫序列の高い作物ほど圃

面積が大きく、「まとまりのある圃場」に作付られて澄り、両者4）聞には密接な

係が認められる。この特徴は個別のレベルでは完全には一致しないが、ほほ同様

傾向として把えられるり

表では作付作物と作付圃場の規模や形状の関係をみたが，この他に、ほとんどの

営で何らかの作物に齢いて作付圃場の醐積規模の大きいものから小さいものへ、

るいは形状の画一的な圃場から不整形な爾場へのような一定の順序で作付決定が

されたり、作業が遂行されている状況が確認される，，

以上のように、τ±地の評価」および「作付圃場の実態」を通じて、とくに、作

圏場の規模や形状と作付作物、さらに作村決定願序や作業順序との間に密接な関
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係が認められる・とから凹凹災脈際して，馳の徽づけの崩指醐らか眩駐

　③　機械●施設の利用と作付決定

　機械・施設と作付決定との関係については、機械・施設の所有澄よぴ利用状況を

中心にして検討する。

　鎮4表は機械の所有・痢1用状況を整理したものであるが、これと施設利用とをあ

わせて考禦すれば，作付決定に対して影響する要因としては経営内的要因と経営外

的要因の二つが考えられる。以下、この貝体的内容について考察する。

　まず、機械所有の状況をみれば、いずれの経営でも機械装備には著しい共通性が

みられ、一様に高度機械化段階に到達した突態が認められる。トラクター本機は個

人所有が主疏であるが、トラクター用作業機は個人と共同の併有形態のものが多い。

コンバインとスィートコーンハーペスターは自走式の大型専用機で小単位の農家組

織では現在のところ贋有が困難であるところがら、前考は共詞乾燥施設とセット化

されて農協所有となってむり、後者は糠工会社有（一部、農協イ∫）となっている。

また、ほとんどの経営が麦作集浬をはじめとする何らかの機械利用紐織に参爾して

いる〔）

　そして、機械利1：llの側揃では、てんさいの移植・収穫作業やばれいしょのは種作

業を中心に共同瞥三業が広範に実施されている。小麦の収穫作業は1麦作集麟内部で集

団への委託作業のかたちで実施されてむ珍、スイートコーンの収穫作業は機械作業

の場合にはすべて繍工会社への委託作業と左っている。大型専用機の利用に際して

は、家族労働力単位を越えた労働組織編成による「紐作業」を必要とする場合が多

く、個別継鴬の枠を越えた共同利用紐織がいろいろ形成されている。

　また、一般的にも最近の著しい労働手段の高度化の進展と経営の二二力発展に対

応して、大型高性能機械の効率的利用のための三業度の確保や、能率的利用のため

の労働組織の編成などの側面から集1≦劔｝勺利用組織の位｛貴づけ骸Ul三常に重．要になって

きている。

　しかし、現在の各経當にむける機械・施設の漸有・利用形態をみれば、個入、数

戸共嗣、機械利用紐合、農協、簾ll’1会社などのように非常に重層的なかプこちで錯綜

してお’り、各々の経回の作付決定行毒むは経営内的な条件からばカ・りでなく、経営の

外的条件から多分に観制を受けたものになっている。

　たとえば、機械利用組織との関連では機械の三河所有のウエイトの高いものほど

共同作業の劉合が高く、第1表の作付構成をみれば作付藍】体も比較的類似してお’り、

経営の等質的性格が認められる。調査農寡の作付構成が全体的には非常に似かよっ
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第4表　　機械の所有・利用状況 昭和51年度
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14 3 個人・共同 ○
叩　“一h酌…曜炉、

u戸共1磯・i胃〔静　㎝　r　㎜「　h内一噌　　　噛楠「　膚　罰　■「「「　　「　　臨¶　幅

w戸タ｝洞

1／4 ○

15 晒 共同 ○

　2／も、一「．一学」P馬曹閲h■7「…旧」

@〃も

　OP剛｛－｝「㌦｝糊｝「「L．

@○
号／お ○

16 1＋1／も 二人・共同 M利1瞳冶 ㍗も （：） 1／お※ ○

17 2 個人・共晶

　○一厚㎜闇…

@○㎜．」｝一－

@○

数三共1司 且／セ ○ 1／セ ○

18 2 二人 な　し
ヨ 1

19 2 個人・共同 o MN利用紐合 韮乃 ○ 星／召※ ○

20 2 個人・共同 ○ 黒戸共構 1

21 2 個人・共1司 ○ MN利用紐合

　1／セ「曽…剛｝騨r｝一

@1／2 ○ 1／も※ ○

22 2 落人・共編 ○ K利用組合
一……一謌黶p｝m

@4／13 ○ 4／f3 ○

23 1干1／2 個入・共同 ○ 単二共i司 ！乃 ○ 董乃 ○

24 亀／3 共尚 ○ N利用調合
！／葛 ○ 1／う※ ○

25 2 共購 ○
一「｝Fh、悼㍗，■h、ド，幽しi側一

lN利用維合 ソゑ O 1／毎 ○

26 2 個人・共同 ○ MS亜組合
亘／慧 ○ 1／も

27 2 善人・共同 ○ 数戸共1司 ！ ○ 1擁 O
28 2 個人・共同 ○ llN生産醸合 室／セ

○ 1／勉 ○

29 4／唇 共伺 ○ N利用二合
！／き

○ 1／る※ ○

30 1 偏人・一部共同 O 三戸メ！詞 叢／き
○

！／色

3正 2 偶人・共伺 O 数戸共1醗 2／侮 ○ 韮乃

注1）「ビートハーペスター達の※印をよ、デガータイブの収穫を添す。
注2）機禰侑について、整数は至問入所布台数を示す。分翫u隻詞胴掩示すが、分母は夢胴織寡数
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、｝．一i嘩幽…LP．

薫　要作業病　の　贋　イ∫　・　利　用　状　況
囁h

ﾎ‘’ 　　　　　　　　　F”黶@い　　し　ょ
一鞘ワ準」■隔罰泊圃

@　懐 め 小　　麦 スイートコーン

ポテト
vランター一「｝騨　陛

共同作業閉h幅L－眉一圏一r1牌…¶冒帖 ポテト

I脳ノくスター
c「一・一一■一胤「吊闇■，炉幣r

@茎／急

噴門作業■■…閲罰陶”…圃辞「罰■㎜吊内馳一Ψ、 ビーシ

m》一ペスター一
p噴”内，鞘、糊一一罰圃旧「ぼ一「

@疹／13

共1ロ1作業 コンバイン 丁丁作業
コ→ノ

nーペスター
共同作業

蓋／侮 o 農協有 会社有

1 1 達

〃 手もぎ

三 ！／も 乎刈り　心、一一
〃 手もぎ

1 峯

〃 会峯賄

1／聾
　雫L幣炉停、 「…剛眺航

1／3 〃 会社有

蓬．る ○

　1／一一…，、罰…「而一内

@1／お 〃 手もぎ

1／セ
　　・｝「油
@○？　　・，F闇【噌h1鼎”鴨h買■「

一一－r糊内曲「－
@玉．為胃「…罰罰「「、闇油囁」欄　㎜

〃 農協イ∫

▼一…闇“・一

c需

「描画τ」」炉叫」｝…「酌腫hh

戟｡断「罰hrぼ内

拳刈り一内－両■」國Lρ一Ψ一囁｝？帆

@韮／6・一m甲“P　　　‘塵而内　帽“　，　PL轡…町

@－h内」内i値「9幽、

@1／裏

〃 会宇｛：有

1 三／寡
〃

…

】／セ 玉乃 1／翁
〃 由宇賄

吸
「甲」弊」鱒噸

@…／気 ○
し／隔

〃 農協有

1／も 〃 会社有
　　臨＿～

P／気

　○……圃｝甲酌吊…｝，7、噂wL

@O
　…／急炉早囁閥蝋了冊P引［■刷糟罰欄

@1／捻
、”㎜一“「“罰「内…m舳．

　1／も旧一，．買一h……陣鴨「卿｝

@レ闇値一階7劉，臼h㎝｝脚P」闇曾”　…

〃 〃

1
　一一hd／セ

内冊内旧旧一い帰一L｝」騨」内

〃 一一

統
　國閲甲 闇闇一可

〃 農協准

輪 ○
…L｝幽馳雫り一｝雫　…

P／も
囎唱刷隔糟吊－…【「一L闇闇「融

　レ急＿L睨…“帽｝、一　罰内．富内曽

@玉／も 〃 斜照
1 　○」胸納－「「－「酌閲「．

手もぎ
｝一一闇働　…一早

@　1

1／念“泊叩」い「可■騨7了陛「

@1
罰内鞘、“「 “πh幽闇“h■，」叩，1i．

　〃
C」．即…“，」㎝曽炉w、　

@〃 会社有

1／2　一陣～鰍

F「陛　－団柵吊「刷暇m了閉

u「㎜｝働…油－h而而h「噂－、醒

u「「，囁「闇瞬…　「噛h「㎝

A、ぼし囁

〃 〃

1

，蝋－m吊吊“「圃油「吊閲「旧「罰酌

u「「酌酌｝「早脚P唱囁…罰、¶

　1．h噂し「」呼L「」」了

@葦

C
農協有

1／）乱鵡．．＿．

　〃
o簡憎，　脚1“叩隔　「肋「尼

@〃D値“一Ψh㌣．内璽「轡｝嘗「炉」
@〃

手もぎ

1／き

泊「叫i量一L開一”炉，，國旧1i一」

h「、ヤ曹P「帆

蛻闍rr㎜「曜L「叩｝「h

w叩一h…雨醒り隔…，停刷馬、

@曹り「「｝「「幣「閲・「噛顧「内

会社有
一学幣「r」㎝㎞

P／島

閲「「－■」酌

@○噌”n・、【鼎w雫P簡、備h－「曽h

@Or」馳＿9

内剛胃耐

@1／お『rr酌閲魑r舳國旧h

@1／鳥亀一

@重／b”帆騨　鴨舘帆「幅、

@3／ヨ3P”・肌舳7　“繭贈■　　　　「　　阜　F一，　　L

@董／急

@1／b
@玉／b一魑｝而酬壇糟…胃蝋，一

@茎／急，㎝｛　　舳猟楠　　「　丁「　軌

@ソセ

胃「噌訥　｝齢「

@〃AF，．－
@〃

〃

1臨m而「㎜一■

P／急

　％3【麿一“L耐｝、、罐「艦「、勧

@三．為

d　1／も

叩閲撃h蝉L「．｝、…卿P「T

@「■杣一軌罰軌…h

〃

…■醒h　「量．一「断

ﾊ／亀 F　〃
〃

i 〃 〃

胤一一㎜

齒≡ﾋ一　h

「“圃h…hい『，榊P吊甲一「LL

@O
　1轡榊「，炉刷早「鼎胴…円扇

@1
罰…F曜…辞」丁綿鼎幽，一m

〃 〃

1

｝　■｝而

重三
雫｝憎綱

@三／念“柵胸甲

〃 〃

1／急 ○ 駒
玉／も 〃 〃

1

闇角噂h置一・動 7轡」L戦、．

@1
一 …… 劇…舶酬“翻「

〃 〃

玉／毒
○ ！

手刈り…智…”∵滞…

@1／4 〃 〃

分子は共同所有台数を意昧する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
たものになっているのも共同利用総織への参加と決して無関係ではない，，

　また、小麦とスイートコーンでは、個別経営の作付決定に対して麦作鐸と圃や加工、

資本からの影響が薩接的に及んでいる場合がある，，まず、小笈の場合にけ、芽室町

では9地区に農協鷹の訂ンパィンとサブ乾燥施設がセットとなって配置されて於珍、

サブ乾燥施設のない場合には直接にセンターの乾燥施設が利用されているが、昭和

49隼以降、政府の小麦生童奨励政策に影響されて作付擁積が増ノjl｝し、最近では乾燥

処理能力を上廻る程の生灌が行なわれているt，そのため処理能力に照応して麦作集

団の内部で構成農学一定の三寸規働嘆施されてい謂ス，一ト。一ンの場舘

は、町内では最も規模の大きい㌶佃詰を事例にとりあげれば、会社の操業度確保

の関係から毎年、各地区の農家ごとに品種や作付面積のll謝当てが行なわれている。

　同じく経営内的な影響としては、たとえば、機械の斯イ∫・利用の中で個人のウエ

イトが相体的に高い経営にその例を見1琵すことができるeこれらの経営では共ll彗利

用組織への依存度が低く，象族労働力単位の粋内での作付が行なわれているため～

般の経営とは作付構成は相違したかたちになっている，，俵述するように、こうした

集団的生産対応を阻害し、機械利用を鍍行的にしている背景には和対的な生産力条

件の低さが観定的に作絹していると考えられる．

　しかし、このような性格はその他の経営でも多少ともうかがわれるし、集団組織

を通じて生産の社会化が進む過程で上記のよう癒経営の内的、外的要因が相互規定

的なかたちで経営行動の一環としての作付決定行動を焼制しているものと考えられ

る。

　④　労働力保禽の実態と作付決定

　労働力条件と作付決定との関連については、第5表および図1に示すように「労

働力保有」状況と、労働過程に加いて労働力利用が最も問題となるギ作業競合（労

働ピーク）」や全体的な「労働配分」を中心にして接近をはかる。

　調査農家では労働力条件が直接的に作付決定行動に影響を及ぼしている事爽は認

められないが、作付作物の種類や作付規模と関わって労働配分や作業競合が問題に

なってきている。以下、この実態について触れてゆく。

　調査提家の労働力保菊状況のうち、察族墓幹労働力二大規、模屑において幾分多い

ものが目立って於り、簾用労働力の利川は機械装備がほほ経営1｝弩で均一であること

もあって家族労働力が比較的少なく、入力労働を比較的多く要するまめや食用ばれ

いしょの作付の多いところにより多くなっているQ

　基幹労働力玉人当り耕地面積は、比較的大規模屑に面積の大きいものが目立って

　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一



V、る。

　次に、作業競合の内容とその場合の作業処理の方法を検討する。作業競含の大きな

時期はほとんど春と秋に集中してお吻、多くの経営で春と秋の2回の労働ピークが

存在するが、一部には春と秋のいずれか一方のみに労働ピークの存在するものがあ

る。春の労働ピーク時の作業競合は、てんさいの移植作業とばれいしょのは種作業

の間に発生するものが多く、～部ではそれにスイート切一ンやごぐまれに：まめのは

種作業の入り込むものがある。秋については、ばれいしょやスイートコーン、細よ

びまめと一部てんさいの収穫作業と小麦のけ種作業との問に作業競合が発生してい

る。しかし、ピークの期閥や強さには経営閥に多少の差異が認められる。

　この場含、作業競合に対応する作業処理方法を検討すれぱ、詳細は次のようであ

るが、作業処理の優先順位と先に述べた作物の収益性序列との閥には必ずしも明確

な関係はi認められない。

　按ず、春の作業競合の中で、てんさいとばれいしょの問ではばれいしょのは種作

業を優先させているものが圧倒的に多い。てんさいないしばれいしょとスイート3

一ン、まめとの悶ではてんさいやばれいしょの作業を優先させているものがすべて

である。これと作物の収益性序列との関係は，’てんさいとばれいしょの聞には明確

な整合侶1三はみられぬが、後者の場合には～定の整合姓が確認される。

　秋の作業競合では、ばれいし柔とス4一ト3一ン、小麦、咳め．そして一部には

てんさいとの問に作業競合が存在するが、この場合にはばれいしょの収穫作業が比

較的自由度のある作業であることから、適期作業を必要とする小麦やまめ、そして

収穫時期が外部から観制されるスイート欝一ンやてんさいなどの作業が優先されて

いる。

　このように、作物によって作業適期が異なっていたり、また重なっていてもその

品格は必ずしも一様でないところがら、・一般的に畑作経’鴬｝ておける作業処理の優先

二二には、作物の収益性序列の、藁うな経済的条件が必ずしも直接的に影響しえない

という特徴がある，，

　次に、労働力と作付決定との関係を全体的な労働配分の側面から把えて、作業競

合の結果とあわせて考察する。

　園1は、こつの代表的な調査事係1を抽出して現梅する機械装備と作付仔1了積にもと

づいてモデル的に労働配分を表現したものである。姦29の経償は、耕地面積が大き

く、まめ作が大輻に減少して作付がてんさい、ばれいしょ、スイートコーン、小麦

のような大型機械化一貫作業体系の確立した作物に単純化しているのに対し、癒3

　　　　　　　　　　　　　　　　　一！7一



第5表 労働力保有の実態と作業競合 昭和51年度

労働力保有
　　　　　　　　　　　　作　業　　の吊　　　　　　　　　　　　　　　　．叩h＿　　帰＿律隔　．鴨　＿罰＿r＿＿．Lhr＿　，　．．．■．　一　．＿　　＿．＿　　　　＿．“　．P」．rr一一國．噂

農家

ﾔ号

家族労働力（入）

基幹労働
ﾍ！人刷
闕k地海
m（勲）

馨

基幹 補助

雇　用

J働力
ﾐ9 競　合　す　る　作　業

％　　1 4 0 G 4．0 てんさい桝｛臨ばれいしょは種

2 2 0 64 8．4

3 2 o G 8．？

　「．「F．一．用｝「「

ﾄんさい糊lll、ばれいしょは繍、スイートコーン憾めの整地

4 2 o ？王 8．7 ばれいしピスィートローソけ種

5 2 2 5 8．8 てんさい移馴ll、ほれいしょは織

6 2 1 40 8．8 てんさい移llll、ばれいしょは種、スートコーン1重種

7 2 0 20 8．9 ｝

8 2 2 0 8．9 てんさい樹lll、ばれいし婁は織

9 2 0 玉2 8．9 てんさい移蟹1、ばれいしょは挿

10 2 0 51 8．9

n 2 0 60 9．3 てんさい稠弧スイート”一ンは種

12 3 0 0 6．3 てんさい移嫉、スイートコーンは種

董3 2 ！ 20 9．6 てんさい移骸、ス《一ト鷺一ソは諏

．14 4 0 30 4．9

15 3 0 0 6．5 袖

16 1 2 45 ま9，7 てんさい榊ll、ばれいし；は種、スイート”一ソわ随

！7 3 0 100 6．6 てんさい移撞、瞬しいし1は繍

18 2 0 ！00 10．1 、一

韮9 2 2 2｛｝ 　　｝P9．3
町「「…「「「h肋、旧……ヒ．L“釧國削」P．皿－．闇」．一「

ﾄんさい移舶、ばれいしょけ諏

20 3 0 3｛｝ 7．0 崩…

21 2 2 ！0 ！0，9 作薬騨合なし　、そのよ　うに努力

22 3 1 15 7．3 てんさい移幟、瞭しいしょけ挿

23 3 1 0 7．4 てんさい移椴、ほれいしょけ種

24 2 0 20 ！裏．5 てんさい移骸、ほれいし1け繊

25 2 2 20 H．8 てんさい移織、ばれいし粛種

26 2 1 20 ユ2．0 てんさい・ばれいし匙・感め防除

27 2 1 68 隻2．0 てんさい移醸、ばれいしょは種

28 4 0 0 6．3 てんさい移醸、ばれいしバま種、スイートコーンは挿

29 3 o 25 8．5 てんさい移械、ばれいしょけ種

30 4 ◎ 18 6．4 てんさい移襯、スィー塾”一ソ1；懸

31 2 0 董00 ！4．1

ρ　「　｝「n　　「．．「　．四一　1　“　－一　　　崩置“　噂

ﾄんさい移顛、スイートコーン・小く山け種

注1）姦．26爽家の作業競合は二つとも7月下旬～8月上匂にかけてのものである。
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堪＿食＿と　そ　の　対　応　　　　　一州喘“闇｝．「脚｝円囁一陛7…“r鵠臼r息一酬．■L内冒．噛・r．罰一陶甜、需騨．槻

門．．｝・．い．油r脇」圃．」．

秋

その場合の作叢処理方法 競合する作業 その場合の作業処理方法

ばれいしょ…レてんさいの艇で1乍装 、食用点れいしょ・スイートロー
梼絈n

螂塁瑠2譲ら瀧・がく撚・イ田

ばれいしょ・手亡取穫 品質保つため手亡優先
　　　　　　　　囁　｝甲，、ﾎれいしょ一〉てんさい一軸《一ト聞＿シー一納めの順で俘業 　　－艶閲り｝　¶雫．”，」鼎、「w｝一断

ﾎれいしょ・ス4一トコーソ収穫’・｛如ホ種

麟纏1犠集ス・一ト　ソの購（
ばれいしょ一レスィート劃一ンの｝lrlで1乍業ただスイートロー噂ソのは擁貸はそ・れを｝疑先 ばれいしょ・スぐ一卜笥～ソ取穫小淡硝重

潔簸・榊なが喉・ス滑ローン
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　　図1　代表事例の労働配分鴎

　　　　　　注）　改爽普及所資料にもとづき作成

　以上のように、労働力保有の実熊が1旧識的に作付行動に影響を及ぼしている状況

は認められないけれども、実際には作付作物の種類や作付規模と関わって全体の労

働配分や作業競合などのかたちで問題になっている，，一般には、この労働力条件と

あわせて作物の他に、土地や機械・施設などの経営要素の性格が電屑的に関連して

　　　　　　　　　　　　　　　　　一20一

9　　！o　　ll
　　　（月旬）

昭和51年壌1

の経営では、耕地諏積がやや

小さく、比較的人力労働を多

く必要とする壊め作比率が高

い。砺：者はこの意味で調査事

例を代表する経営である。

　二つの経営の労働配分園を

比較すれば、姦29の経営は作

付が単純化している上にノノ63

の経営より作付規模が大きい

ため．労働配分の山はより急

峻に表われている。　しかし、

指摘されている｛窯業競合1痔期

けU司であり、この要困には

基幹労働力が多いことや作付

がいわゆる機収作物に単純化

されていることが考えられる。

　これに対しガ63の経営は、

まめ作比率は高いものの他作

物の作付観模が相対的に小さ

いとこるから、労働配分の山

けノ∫629に：比べてなだらかにな

っている。　しかし、作業競合

時期は奪と秋の2四存在して

おり、この要因としては労働

力詠振が少合いことと入力労

働を多く必要とするまめの作

付而積が比較的多いことを指

摘できる。



作付決定に影響を及ぼしているものと考えられる。

　さて、これまでは作付決定に対する経営要素の位置づけや評価に：ついて：考察した

が、次には、これら経鴬要素の性格や特徴をふまえて作付決定行動が遂行されて実

際に経鴬組織が成立する場合の前提条件となる作付決定の基本的な考え方について

検討する。

　（3｝　作付決定の基本方針

　それぞれの経常で作付決定に当って棊本的にどういう考え方がなされているか、

っ懐り、作付を懐ず作物から決めてゆくのか、或いは圃場から決めてゆくのか、或

いは該た一定の輪作にもとづいて決めていくのかという点について述べると、大略、

第6表に示すような三つの考え方が鮮明に；なる。

第6表　作付決定の基本方針

薯、輪作にもとづいて決定するもの　24事例

　　⇔∫蝕2・3・5・8」U2・！3・！4」5」7」9・2◎・21・22・23・24・25・26・27，％121）・30・3玉）

　　　　このうち作物一・圃場へと決めるもの　（姦2，8」3，15，22，25，26）

　　　　このうち圃場一糖作物へと決めるもの　（ノ∫61，3，19，3◎）

ll、作物に即して（作物｝弊譲場）決定するもの　6事・例（ノ166，7，9，10」6，18）

lll、圃場に即して（脳揚→作物）決定するもの　1事例（孤4）

　第一は，輪作にもとづいて決定するもの（…タイプ）、第二には、作物に即して

「作物一》圃場」という順序で決定するもの（薮タイフ）、第三には、嗣場に即して

「圃場一｝作物」の順序で決定するもの（lllタイプ）である。事例的には墓タイプの

「輪作にもとづいて決めるもの」が圧倒的に多く、他の二つのタイプは事例的には

少なくなっている。　しかしながら，　｛タイグの中にも輪作にもとづきながら「圃場

から決めるもの」，「作物から決めるもの」がみられる。そして、董1、lllのタイプ

には比較的小規模溺でまめ作比率や根菜作1七率の高い経営が多い傾向が認められるQ

　このよう攻作付決定の基本方針ともいうべき考え方がいかなる意味をもち、実際・

に作付決定行動とどのように撃がってゆくのかが問題であるが、この点については

後壁ど㈲で触れることになるのでここでは…応、作付決定に適って三つの基本的な

：考え方が存在するという指嫡にとどめる。
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　さて次に、それぞれの経営では上紀のような基礎認識に立脚して、前述したよう

な経営要素の性格をふ懐えながら具体的に作付決定が行左われるのであるが、その

場合の各作物の作付規模の決定棊準を吟味する。っ蓬り、作付構成を決定するジ1寒準

の考察である。

　（4）　作付規模の決定墓準

　作付規模の決定塞準について、ここでは第7爽に示すように、全体的な大慶かな

作付規摸を決定する場合の「作付二二の決定基準」とそれをさらに具体化した「華

幹作物に対する他作物の作付親旧の決定基準」の二つの指標をとりあげ、さらに、

それを「作物の収益性尺度」と関連させて検討する。

　作付規模の決定基準としては、結論的に：は三つの考え方が明確になるが、第…け、

農i業所得や燈業粗収入を念頭に：むいて輪作を決定基準にするものと、第∫二にけ、農

業研得や農業粗収入を念頭にお・きながらも輪作を決定基準とけせず、経済的条件を

直接の決定基準とするものであり、二三には、第二と二様に農業所そ1｝や農業粗収入

を霞標にしながらも輪｛乍を決定基準とはせず、藏接的には労働力的条チイ1＝を基準とす

るものである。以下、この内容を詳細に検討してゆく。

　綾ず、表の「作付規模の決定基準一1をみれば、経営全体の大蕨かな作付規摸をガ乏

定する場合の墓準をいくつかに類型化して把えることができる。一つは、輪作を中

心とするもので、輪作とあわせて「労働力配分」などの労働力的条件や「粗収入」

など経済的条件を付加して考えているものもある。二つには、「”スト．1や「経済

的安定性」のような経済的条件を内容とするもので、なかにはr収吊：と旧名詫」の」：

うに収’吊なども含めて考えているものもある。三つには、ザ労働配分」左どのよう

に労働力的条件を内容とするものであるが，ザ労働配分と所得の安定性」などのよ

うに労働力的条件と経済的条件とをあわせて決定華準にするものもこの弓ニオに含綾れ

る。

　同様に、r墓幹作物に対する他作物の作村二丁の決定華～lll」についてみれば、こ

こでも「作付決定基準」とほとんど同様な三つの決定基準が浮彫される。

　しかし、前門と後者の内容を各経営ごとに比較すれぱ両者が必ずしも一致しない

ものがいくっかあるが、これは作付規模の決定をめぐって全く異質な考え方が経営

者の中にあるというのでけなく、観，点を変．えてみたものにすぎず、爾者は統一的に

把握される必要がある。

　寮た、それぞれの経回に於ける作物の経済的位置づけについては先に触れたが、

ここでは作付規模の決定と関連して「作物の収益性尺度」の内容に再度、触れて於

　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



第7表 作付規模の決定基準
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く。つまり、作付規模が決定されて始めて作付構戒，ひいてけ経営組織が成立する

のであるが、ここでは「作物の収益性尺度」は経営行動の前提条件となる経済的野

面からみた経営目標として位厩づけることができよう曾

　　ザ作物の収益性尺度」の内容をこのように理解すれ擢、最も多いのが農業所内を意

味すると考えられる「所碍」であり、次いで農業粗収入を意味すると考えられる「

粗収入」が多く、次にはその二つをあわせたゼ粗収入・所得」が多い。ゼ艇手簡’営

の目的」については古くから多くの議論がなされて蔚ウ、我が1端でもいわゆるヂ所

得説」とギ純収益；説」の代表的な理解があるが、この調査結果によれば現段階では

調査農家の経営目標として依然，混合所得としての農業勝得が支配的であることが

推測される。

　そこで次に、「作物の収益性尺度」との関連で作付規模の決定墓準をみれば、次

のような三つの考え方が明らかになる。第一は、農業国得や農業粗収入を経営農標

として念頭に於きながら輪作を塞準にして作付規模を決定するもの、第二には、輪

作を基準とはせず提業所得や提業粗収入を1君票としながら経済的条件にもとづいて

決定するもの、第三には、同じく輪作にはもとつかず農業所得や磯業粗収入を目標

としながら主に労働力的条件を基準にして決定するものである，，なお、第二や第蕊

のタイプの考え方は、やや小規模癖馬の経営で多く左っている。

　各々の経鴬で基幹作物として位醒づけられている作物にけてんさいが圧倒的に多

いが、この意味は作付規模の決定に対する華本的な考え方や作il勿の経済的な位置づ

け、お・よび経鴬目標などの総合的な評価の上に∫匿つものと考交、られる。

　さて、以上のような作付決定の墓本方針や作付規模の決定墓マ躯などに従って実際

に作付決定行動が遂行されるのであるが、これが具休的に：どのような手願や方法で

決められてゆくかを考察する。

　㈲　作付決定時期

　ここでは、第8表に示すように昭和52年度の作付を「1コ心にして分布するが、項目

としては最終的な作付に及ぶ楼でのゼ作付決定嗣数」やそのゼ作付決定時期」、そ

してその場合の「決定作物」、「作付決定の蓄積」、「作付決定時期の意味」など

をとりあげる。

　まず、最終的に：作業開始に至る譲でに船囲で作付が決定されているかをみれば、

少ない経営で1團、多い経誉では3胴であるが、比較的小焼模屑にll職父の多いもの

が目につく。この作付決定回数と（2ト②で述べた作付圃場の規模や形状とを対照す

れば、作付圃場の珊珊が大きくて形状が卿ト的であったり、或いは規模が小さくて

　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一



も形状が画…的であったりするような「圃場単位としての寮と壕りが良い」場合に

は作付決定回数は少ない。これに対し．圃場面積が小さかったり形状が不整形だっ

たりする場合には作付決定嗣数が多く、作付決定に手間どる経営が多くなっている。

　作付決定の時期では、作付決定卓越が1翻の経営ではすぺて小麦のは種前の51年
ノ

8～9月頃寮でに決定されている。2繊ないし3蹴で決懐る経営では、いずれも1

回饅はすべて小麦のは種薗の51年8～9月頃懐でであるが、2圓昌、3國爵は51年

の収穫後から52年3月頃までとは種直前の52年4～5月の二つの時期が認められる。

このように作付決定時期としては、前年の8～9月頃まで（以下、1時期とする）

と前年の収穫後からその年の3月頃まで（li時期）、そしてその年のは種直前の4

～5月頃（m時期）の大きく三つに時期区分を行なうことができる。

　そして、この作付決定時期のもつ意昧であるが，最初のi時期の場合には「輪作

」や「小麦のは種」の指摘が多いが、価格条件との関係で「肥料購入」をその理由

として指摘するものも多い。次に、ll時期では「作付を決めかねて」だとか或いは

「価格予想」のようなやや投機的条偉がその理由として示されている。蓑た、田時

期では種子や莇の過不足や小麦の冬枯れのような一時的な災害、或いは投機的条件

などが応急的な対応理由として指摘されている。

　また、各時期に決定された作物の韓紅比率をみれば、大部分の経営では蔓時期に

すべてないしほとんどの作付が決められてお砂、H時期や｛il時期ではごく小圃積で

遅延決定や変更決定などが行なわれているにすぎない。しかし、決定聖王の多い一

部の小規模階層の経営で1ま、1｛時期やlll時期での決定面積が比較的多いものが認め

られる。

　そして、各時期に決定される作物をみれば、i時期では全作物をこの時期に決定

する経営が多いが、既に②一①に：レいてほとんどの弓馬で作物闘には一定の作付決

定翰墨が存在することが確認されてむウ，この」笏合にも同一の願序で作Fl圏決定が行

なわれていることになる。ll時期やlll時簿1では、作付の遅延決定や変更決：定が突倒

されているのであるが、この対穣作物となっているのけ廓例的にも瀬積的にもスイ

ートコーンが厩倒的に多く、次に多いのがまめやぼれいしょで、てんさいや野菜は

最も少なくなっているQこのような作物は作付のf調整用作物」として○意味を持

つが、この性格けスイート課一ンに最も強く表われてお夢、桜めやばれい1．よがそ

れに次いでいる。しかし、経営間に：叢・・けるこうした圃場は、事例的には多いものの

重戸当りの面積では突発的な箏故や災轡を除けば、1～2舶程度の小面積にとど懐

っているのが特微である。　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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第8表 作付決定時期（昭和52年度）

決定 51　年　　ま2　月　　霰　　で農家

ﾔ丹
1明数
illiD 時　　期 決定した1’闇物 1酎糊｛邦 この時期となった意味 時　　期
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5 3 51年8月、9月末 4、愛　；ノ」、闇闇夕闇σ）全f闇闇掬 IGO ’1竣のけ臨決めかねて
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8 3 51年8～g月
小肥、ばれいしいてんさい、ス4一ト餌一ソ
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ﾖ1’1：
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52　年　　3　　月　　ま　　で 52　　　　　｛ド　　　　　　4　　～　　5　　　　　タ｝

決建した1二物 1点徹比率 この時期となった意味 時　　期 決建したFl…物 面積比率 この時期となった意味
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ﾜめ」　，　　．鞘内」　．内旧　内“」　一　｝脚楠り，り，一．冒　一．

2．9 てんさいの蕗不足
，騨閲「－ 「鴨叩丁「Fh…甲、雫轡L『炉．h「炉、F内．「、7．雫晒一り内噂，

｝翻…胴、階…門了噌肋
” 、馬常【“編－．「rp学F

T2年4揖 ばれいし‡ 7．5 スイートコーンの価瀦iI

52年4～5月 てんさい L4 てんさいの菰あまる
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　な齢、作付の決定者について補足的に触れて於けば、作付を決定するのは塞幹労

働力のうちでもとりわげ重要な役回を担う経営主の場合がほとんどであるが、一部

には家族員の話し合いの下に決定している経営もある。

　ところで、表中のヂ作付決定時期の意味」や先の（4）の作付観摸の決定華準との関

連で作付決定時期の特徴をみれば、作付決定に際して輪作を行動基準にしている経

営ではほとんどの場合、作付決定園数が少ないのに対し、経済的条件や労働力条件

を行動墓準にしている経営では多くの場合、逆に作付決定囲数が多く、作付決定に

手間どるものが多くなっている。

　こうした特徴からも作付決定行動をめぐって輪作に一つの照準があてられてくる

が、そこで次に、各々の経営の輪作方式の実態を検討することにする。

　⑥　輪作方式の実際と作付決定行動

　第9表は調査艇家の現在の輪作方式を整理したものである。各経営における輪作

方式確立の状況とこれまで分析した作付決定に関連する諮々の特徴とを照応すれば、

そこから輪作を基準にするものとそうでないものとの二つの作付決定方法にもとつ

く行動様式を整序できる。以下、その内容を検討してゆく。

　表に示した輪作方式を比較すれば、：金体的には醐積階層に：はほとんど関係なく非

常に似かよった方式になっているが、輪作年限で最も多いのが4年で、次いで3年

が多いが、一部には5年の長期輪作もみられる。

　4年輪作で最も多いのは、てんさい→ばれいしょ→スイートコーン→小麦の方式

で、3年輪作では．てんさい一→ばれいしょ→小笈・スイートコーンの方式が多いが、

まめ作のある経営ではこれらの方式の中のスイートコーンや小麦の位置にまめが配

列されている。

　蓑た、これらの輪作方式が採用されるようになったのは、スイートコーンや小凌

の作付が増加する昭和46～49年頃にかけての経営が多くなっている（，

　次に、これらの輪作方式が実際の圃場でどの程庭採用されているかを「輪作採用

度」という尺度で表現して検討する。この1直の算出ソ5法は表申¢）脚注に記した逓り

であるが．ここで注意を要するのは、塞準とした輪作方式自体が農家の［珊き取りに

依拠するものであって、必ずしも輪作方式として把握できぬものも含嚢れている可

能性がある点である。このような側顧に配慮しながら輪作採用度をみれば、経営相

互間にはかなりのばらつきが認められるが、傾向的には大規模層で比較的採用度の

高いものが多く、逆に小規模層では採用慶の低いものが多くなっている。

　この輪作確立の程度とωで述べた作付規模の決定基準との関係について分析すれ
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第9表 輪作方式の実態と作付決定行動

境　在　の　繭　　1竿　方　式腿球

ﾔ～｝ 1 難
凹　lll lv V 鳩

薮方式の

J始年次

輪　負三

ﾌ用慶
i％）

ri三付決

注s動
ﾌ類型

ノ161 てんさい ばれいしこ 小乱 ス《一ト認　一ソ （まめ） 49年頃 茎5、6 諺

2 ばれいしょ スf一ト篇一ソ 小炎
「囎r

ﾜめ 20年代 16．o B

3 てんさい
小愛．“…．智…T．一π可罰炉可．．F軒

腰，「闇．凹し．，

46年頃 δL3 A

4
　　　－旧「炉「脚雫舶

ﾎれいし菰

ばれいしょぼ「中油『，P“．置｝－皿．内｝．【「鮎

ﾎれいし柔 46～47年 27．8 8

5 てんさい ばれいしょ

ス｛一卜認一ソ

ｬ翼……｝
X｛一トコ→ノ．．．“■一内ド牌．　一　鞘一．

X4一ト謙一ソ削｝“．1「・｝一－「■一h．7．F．7”

Xイートコーン

S巽＿＿．

ﾈ　　し

50～51年 40．7 総

6 てんさい ばれいし‘

小麦「…臨

ﾜめ 46年 29．5 8

7
　　　胴い咽

ﾍ　　醗
囁「、．酌闇｝一～櫓．「 、．h，．．閲厚「耐割「．冨…．触剛欄．h ．内hh一

48～49菊 …
慕

8 陛艦 ばれいしょ
ﾄんさい

スィー障一ソ・ノ1畷噛め
ｬ麦弘イート2呪ノ

．TF　息刷一轡

47年頃 49．2 B

9 定　　型 叛　　し ，　●　噂

…
慕

…0 ばれいしょ まめ 46年頃 o 13

1！ てんさい 38～39年 叢9．7 砧

叢2
　　　凡」
ﾄんさい

ス《一トコーソ

{．．「…m脚判「炉、一油．門「一榊．．幽哩

ﾜめ一“「．｝内－輔wr．値吊内．「、

iまめ）

uい■7臼「F．Pり「．仰「目h．

P賓め

ﾚれいし茎

－鞘「胤．．iヒ｝L鮎卑耐…．内“値・．，PL．

Ah「「“．罰油．陶雫脾哩朋㍑｝閲閲附

46～47年 63．2 A

五3 てんさい

　　　　．軸し
ﾎれいしょ、「■罰、舳，油μ竿㍗脚噌柵．．冨薗i

ﾎれいしょh舳■馳内早．」亨「幣「智顎備内．…罰．

ﾎれいし日嗣．m．m．．hL辱、P■，糟「“、「置、」．．L．「rh”ー

X《一回簾繭ソ
ﾎれいしょ　　　　．弊ヒ

小麦r，了rP帖一「「…鳳内一P…軸■内

Xイート期一ア

@．、旧「mrh．内r削r．．

X｛一トコ→ノ
ｬ嚢．＿＿ス‘一ト期一群ノ

S嘘＿＿＿ 48～49年 75．7 A．

14
　　　酌－「一…@てんさい（2）てんさい

．．．hhh一．．i桝噸7前罰「圃．内．げ旧内」…、L

48～49年 43．4 A

15 てんさい ばれいし‡
圏小麦

驕Cf驚酸｝ソ
47年 54．6 A

16 てんさい
スイート欝一ソ

^tいし感

勘顧〔…料一

¥■h「…7．L

47～48年 17．8 1ヨ

峯7 てんさい ばれいしε
ス｛一ト甥一ヴ

ｬ戦
小炭スイート顕一ソ

48年 ？L2 A

18 てんさい ス｛一卜切→ノ

値憎wr噺楠鵠

ｬ変 50年 1LO B

ig ばれいしょ まめ

ばれいしょ．一平留内喘鱈蝋～旧…朝繍醒．…

ｬ愛
r“「圃

X｛一トローヅ 46年頃 49．o A

20 てんさい ばれいしょ
　　　　「Xィー・卜纂一ソ
Eト麦，階F｝皿．一一L，P國一，一

ｬ麦

P　「顧闇L踏門．．y 尋　●　の 54．o A

21 てんさい ばれいしょ
㎜L畠噂一

X｛一帰一ソ まめ 47～48年 ○ 3

22 てんさい ばれいしょ 47年 33．2 A

23 てんさい ばれいしょ
スf一ト貿一ソ
Sこ鼠印 48年 68．6 A

24 てんさい
　　　一内，し

ﾎれいし‡ 49隼 69．9 A

25 てんさい

小麦

Q～だ撫ゴ
X《一ト諏一ソ
奄Pこi客＿＿＿、

Xイート胃一ソ
S・嚢．一＿＿

i小豆）’雫、「吊、…呼、，、

ｬ麦　　　鮎

ﾈ　　し　，、、，．「

Xイート篇一ソ

夜め’L嵐“隔馳F．小麦小炭

内．．中7軸■Lh

o　■　■ 58．3 A

26
　　　h帖廟．．「」

ﾄんさい

スf一ゆ→！

ｬ町＿h
Xィーi・算一ソ

@　　．酔．．
Xイートコーン

@　闇「囁．

@　”閲油■LP値㌦

一「．り噂

D．内h触

40年頃

r．旧i…、．

@7．7
i3

27
兎rP回艘閲．置

ばれいし客L．h甲’w「．陛「．が胴．．一脚、岬F．

ﾙれいしε1，り曲、．T、、1．「－層A

噤@　1夢1，P」「E「闇．．『國「FヒP

ﾎれいt彗

－嘱層馬炉．hA糟．脚…“…醐．．

ｬ麦h油「「噌一｝「｝…

{内“而、」．一「・．，，T「w「

E．罰．m一」「円－，「「

@「“「「「L．「幽｝」炉PF粕而

（透9｛の
一蝉

13

28
　　　．㎜而
ﾄんさい

i甲，■樽了幣■臨一凋．．……．翫値 噌LL圧榊内

@D　”　9 42．5 A
29 てんさいP噂hり．rr

m ■屑“r

70．0 A

30 てんさい

ばれいしょ　　　　稗

ﾎれいし；
iスィ→・誤一ソ）息値¶rr諮“L．．｝「r旧酌．．騨幅停

ﾎれいしょ

ス｛一卜諏一ソ

Xィート驚一ソ
ｳ舳＿＿一スイート罰一ソノy彦・　‘め

46～47年　　　「

@40年
叩．．”「

V9．8 A

31 てんさい

「．雫PTA　“買w甲

35年頃 72．5 A

注…）輪作嶽騒1度は、現ζiiの輪1’1≡方式を輿瞭に採組している｛酵勧撫穣を総繰営義灘也llli積で除したもの。実糠の輪ゼi三採

　　　用の確認は、昭和50年、51年、52年の1乍付を1耀翻覇にもとづいて整理し、その3ケ年の作付纈序が摩翁作
　　　方式として闘きとった作付耀蔚二方式をこ該愚するかどうかで行なった。
注2）件付決定行動の類埠1のうち、Aは輪作に斌づいて決建していると思われるもの、互玉は輪作に基づいて決簸でき
　　ていないもの。
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ぱ、作付規模の決定基準として検出された三つの考え方のうち、第一の輪作を決定

基準としている経営では輪作採用度は総体的に高くなっている。これに対し、第二

や館三の経済的条件や労働力的条件を決定華準とする経営では、逆に輪作採用度の

低いものが塞ぐなっている。

　さらに、この輪作方式の採鉱の程凌と作付決定時期の特徴とを比較すれぱ、輪作

採溺度の高いものは作付決定虚数が概して少なく．逆に輪作採用度の低いものは作

付決定麟数が概して多いという傾向が認められ、㈲で触れた内容が笑際に裏付けら

れる。

　以上のような特徴から輪作を軸にして再度、作付規模の決定面面を乞え直せば、

作付決定にあたって次の二つの写本的な決定方法が明らかになってくる。その一つ

は、輪作にもとづいて決定するもので、もう一つは，輪作にもとづいて決定できな

いが故に経済的条件や労働力的条件を基準として決定する方法である。

　こうした作付決定行動の基準として輪作を謡える観点に立てば、②で触れた経営

要素と作付決定の関係で明らかになったいくつかの特徴点も輪作との関連で一定の

整理をすることができる。たとえば、土地を例にとって輪作採用度と作村画圃場の観

模や形状との関係を比較すれば、輪作採絹度の高い経営には作付il軽油の規模が大き

く形状が両～的なものや、規模は小さくても形状の醐一的なものが総じて多く、逆

に輪作採用度の低い経営には圃場の規模が小さかった砂形状が不整形なものが概し

て多いのが特徴である。そして、このゴ：地条件は輪作を媒介にして作付決定時期に

対しても重要な影響を及ぼしているのである。土地以外の経営要素に関してもこれ

と同様な関係が直接的、間接的に認められる。

　このような特徴から作付決定行動に対して輪で乍が非常に重要な意味を持つことが

立証されるが、そこで、これ壊で作付決定行動の実態を検討する過稗でみられた経

営相互間の実に多様性をもった行動は、結果的に多元的なものから輪作という一つ

の濃縮された基準に従って一定の整序を尊えることができる。

　すなわち、一つは、輪作を塞準とする作付決定方法によりもたらされる行動様式

であり、い蓬一一つは、輪作を念頭にお嚢つつもそれを台南にで嚢ぬが故に経済的条

件や労働力的条件を直接的なぞ了動塞準にする作付決定方法からもたらされる行動様

式である。現実の個々の畑作無心に現象している実に多様な作付決定行動は、この

ような二つの行動様式として整理できる。

　実際に、（3）の作付決定の基本方針で認められた三つの考え方は、この整理に立脚

すれば一定の理解ができる。っ寮り、1タイプは主として蔚者の作付決定方法に撃
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がるものであり、ll　dilタイプは後者の作付決定方法に繋がるものである。

　そこで、これまで考察してきた経鴬要素の性格や作｛竃，決定の棊礎認識、或いは具

体的な作付決：定方法．輪作の採用状況などを参考にしながらそれぞれの経営に即し

て二つの作付決定行動様式を、輪作にもとつくものをAタイプ、そうでないものを

Bタイプとして分類すれば衷のようになる。Aタイプは比較的中規季莫・大規模層に

多く、Bタィブは比較的小規模麟1（多く分布してまナi，、一定の傾向が認められる。

　さて、次にはこれらの作付決定斥奪動様式を規定している要困について考察する。

2）　作付決定行動様式と縫営主体の惟箔

　ここでは、錆m表に示すようにA、Bそれぞれのタイプを典型的に示す三つの代

表事例を抽出し、震ず現在の細々の畑作経回の生産力的到達段階を明らかにし、あ

わせてそれをもたらした経営の展開過程を検討して二つの作村決定行動様式を規定

している条件を探ることにする（、

　この二つ¢）行動様式け．結果的には生産力的発展段1聴に裏付けられる階層性に起

因した経営間の経営構造の差．っ綾ウ経鴬主体の性格の差違の反映として捕えられ

るが、以下、この内容について検討してゆく。

　表に示したAタイプと3タイプの事例を王：ヒ較対照しながら．壕ず各々の経営の現

在の生産力的到達段階を明らかにする。

　最初に、経鴬要素としての±地や労働力、機械、球畜などについて概観する。寮

ず、土地については塾Aタイプでは耕地規模の比較的大きな経営が多く、1圃場回

りの面積規模には顕著な差はないものの、形状の画一・的なものが多い（、これに対し、

Bタイプでは耕地醸稜の小’さな経鴬が比較的多く、1欄場当りの顧積規模にはを奪と

んど格差はないが、形状の不整形宏ものが小規模層に多くなっているQ

　また、労働力保有の状況をみれば、人数的には顕著な違いは認められぬが、若手

労働力の側面でAタイプにはそれが着実に養成されているのに対し、Bタイプでは

それが欠落しているものが一部にあり、ごく一部には離農の矛想される経営も認め

られるように、両者¢）闘には労働力の再生1猛条件に多少の差異が認められる。

　機械の装備・利用状況では、双方には著しい差異はないが、ただ、Bタイプの中

には共同利用翻織への依存度が低く鰯入4）ウエイトの高い経當が含読れており、そ

の他の経営でも機械利用の側llllで季、レ多少の違いが存在するものと考陵、ら；｝1る。

　なお、家畜飼養状況は、Aタイプで小焼摸飼養農i家がわずかにみられるが、両者に

はほとんど大差はなく無畜経當が三1三流である。
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第10表一α〉　経営展開の概要　（Aタイプ）

年　　　　　　　　　次
農象

ﾔ号
項　　　　　穏

昭和
R2隼 40年

@h㎜買欄一簡｝曜」蝉r

Q0．6

47年 49年 51年 52年

てんさい 3．8

45年

@h－r醒“値「「L

Q7．0
ｹ、P幅P亨柵幅陛脾　而酌

@9．2

　32．〔｝

E

3L7 25．2 28．9

ばれいしょ L9
■而“幽」ド．

X．2 ユ9．2 2〔｝，2 28．4 25．3

作付構成（％）

ま　　　　め 7L韮 52．2 4α4 29．4 董63 8．0 5．3

小　　　麦 0 G L7 …LO …73 19．2 20．6
癒12

スイート画一ン 0 0 5．2 4．0 玉3．8 18．8 19．8

耕地面積　（瓦α） 15．7 隻5，隻 三7．3 ！7．3 173 18．8 玉8．8

家族労働力　（人） 3 3 5 4 3 3 3

機械装備（トラクター台数 焉耕 ％ …
汁シ誘 玉 2 2

家　　　畜　　（頭） 馬3 2 玉

なし 〃 〃

てんさい 63 26．0 29．2 3砿。』L5 3L6

　〃
M㎜囮一内iL坤，噌噛一

@28．3

ばれいしょ 5．2 23．8 24．5
　　iQ7，8！24．2 39．5 32．3

作イ寸構成ぐ殆）

護　　　　め 56．8 29．3 32．4 2　6　　　　0 0 （，

小　　　麦 0 4．0 3．6
1L6123、7

22謹 2L5

スf一トコーン o ♂
｝■㎝閲

@2．6 5．9 18．5 4．8 17．9

耕地畷積　ぴα） 9．6 15．0 呈9，5 …9．5 ！9．5 葉9．9 ！9．5

家族労働力　（入） 2 3 5 5 4 3 3

　　　　　　　　　冒ぼり
@械装備（トラクター台数 馬耕

シ三 ％ ！ 1 2 2

家　　　畜　（頭） 馬　2 2 なし 〃 〃 〃 〃

てんさい 2．9 2L6 25．6 29．2 29．7 26．3 25．葉

ばれいしょ 3．8 9．3 26．9 25．4 26．3 　　，Q7．8 33．7

作品構成（％）

控　　　　め 59．8 38．9 29ま 20．0 4．7 3．！ 0

小　　　麦 0 0 0 4．2 16．9 25．1 24．5
涯29

スイートコーン o G o 6．4 21．0 15．9 玉4．9

耕地醗積　　（融）
｝｝
c5．7

　雫

P6．2 20．4 23．6 23．6 25．5 25．5

象族労働力　　（入） 7 4 3 3 3 3 3

機　械　装　｛薦（トラクター一台数 罵耕
多i2

… ｝
％ ％ ％

家　　　畜　　（頭）
乳牛1
n　3

窒

なし 〃 〃 〃 〃

注D反収指’は町の平城取創糞f ～にして． ．出。
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昭湘　5　1年疫　の概況
施　腱　・熱：　（kの

反　収　（二二）

N 1） 堆肥
備　　　　　　考

6，100kg（11i） 24．8 36．8

　K
b一pP．開”、…蝋

Q4．8 3足

4，200　（119） 8．0 20．0 16．0 0

120　（玉40） 5．4 14．畷 7．8 o

農婦経済

P9　農榮難険入　　一

@（2｝　　農業所二「ξ｝　　　　　　　　　一

@〔3｝　　家露｝支艮1　　　　　　　　　一一

@｛4｝負偵総額　　　　一

360　（109） 三〇．0 18．G 茎4．o o

1，300　（9？） 8．0 14．4 9．6 o

二i品性良好、作付町場の顧積平均的・形状轟一

主人52、嚢51、長男2蒔

トラクター・36PS、　60PS、作業機個入・共嗣

作付方式

@ω　3～4年轍乍

@（2｝　昭瀦46～47年頃から即言の方式

@｛3）大部分の颪積に採用

7．000k3（127） 35．衆 36．0 28．0 3t

3，600　（！02） 9．G 24．0 …3，0 0

作付なし o

360　（玉09） 襲．0 16．2 10．3 0

一　　（一） 10．0 18．0 蓋2．0 o

農潮回灘

@ω　農業粗収入　重、585万門

@（2）　　罪業所そ｛｝　　　　　　　　7　　L3％

@｛3｝　　予言『支11斗　　　　　　　　夏　4．5％

@（4）　　重蔑｛欄額　　　　　　　4　0　◎　フヲFq

?付方式

ﾖ　3～4年輪作

i2）聯i48年妙現窃のブ」式

o3｝大部分の薦積に採用

二1牲良好、作付圃場の纈績ノ1い形状繰一

ポ人28、妻28、繊49

トラクター47…）S、6？PS、作業機大部分若人

5，900k3（鴇7） aL6 40．o 2！．6 3重

4，800　（136） 9．o 2・LO …3，◎ o

240　（！｝2） 5．4 董4．4 7．8 Ω

372　（U3） 5．4 14．4 7．8 o

1，600　（n8） 8．0 2◎．G …3．o 0

農嫁継済

@（玉｝農業粗収入　茎，800万円

@（2｝　　農舞芝∫3斥イ｛｝　　　　　　　5　5．6　％

@｛3）　　家露『支＝ま薪　　　　　　　　1　3．9　％

ﾖ　負偵総額　　　700：万円

?付方式

ﾖ　4年輪作

@（2）　昭和46～47年頃から現在の方式

@（3｝大部分の顕積に採用

土憔良好、作付鱒醗の爾穣大・形状画一

薫人48、婁4S、長男23

トラクター36…，S～60PS、魯1業機9戸メ終i雌
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第10表一②　　経営展開の概要　（Bタイプ）

年　　　　　　　　　次
農家

ﾔ号
項　　　　　自

昭和
R2年 40年 45年 47年 ぐ9年 5至年 52年

てんさい o 2L5 2紙0 26．2 35．0 0 0

ばれいしょ 46 董？．4 韮。．5 琵2．2 2Lf， 30．（， 46．4

作村構成¢e

ま　’　　め 60．7 35．5 構。．4 34．3 o 3｛5．7 9．0

小　　　麦 0 o 0 o 7．0 13．2 19．2

スイート3一ン G G Q ？．6 0 17．2 ！6．4

彩㌻　ま也　面　積　　　　　（毒α） ！3浅 15．5 16．4 16．4 玉魂．3 16．7 16．7

家族労働ガ　　（人） 6 2 2 2 2 2 2

機械装備（トラクター台数） 焉紗｝ 渥 ！ 量 2 2 2

家　　　畜　　（頭） 馬2 2 な　し ヴ 〃 “｝“

てんさい 6．7
　　～
Q4・6i2a3 18．3 23．2

ばれいしょ

…、桿」｝厚

U．7

m圃｝．－「L吊“．，」，「

Q憲．4

33．2
u幅幽－．n「断、｝噂早午

Q2．5

，「一一、

R0．5 30．3

作イ寸構成e⑤

ま　　　　め

　2ア．3
?．舳u‘閉國…内“「内77辱甲粍

@1o．韮
?【■一罰－「一量■．「押弾而一

@33，6
烽k膚P牌、」｝げ，

@　o

儲需h「「「剛、旧し学㎜胴

ﾙ8，7
ﾂ曽r真「■『噛罰r■

Qα8
¥h「“目、■“－．…」

@　◎

「開内｝甲「一

Q・叡叢

ｱ順｝m「…、¶吊罰、…▼L

@翼1．8

23．7 14．7 9．1

小　　　麦

44．o
?ｈ岬ヒ陥」L閲“馳中

@◎
o ！4．2 ！3．1

癒16

スイートコーン G 蓋6．9 22．3 24．2

　　　　　　　　旧し」，
k地預下積　　（4α）

「劉■■闇．」L”帖牌一

P4．9

　　0
黶u憎「■【「■一摘蝉幣i

P49

　　o
メg．角辱肋「」「一nF一L

@l9．2

　7，5
GLi．¶h「．、圃胤…」、

氓W．？ 韮7．8 翼9．7 19．8

塚族労働力　　（人） 4 4 3 2 3 3 3

機謹戒装看歯（トラクター台数） 馬耕 ％ 一 ％ ％ ！＋レξ ！＋レ三

家　　　畜　　（頭）
乳庶子　2 窒 き 1溜 成鶏1GO

なし 〃

てんさV・ L2 12．3 22．S 22．7 17．9 17．4 玉9．5

ばれいしょ 3．9 9．8 玉6．4 29．｛｝ 14．2 3L2 36．6

作付構成（シ∂

ま　　　　め 56．4 56．5 40．3 25．2 4L3 韮3．0 7．9

小　　　麦 0 ◎ 0 o 0 15．5 9．8
％27

スイートコーン 0 o 0 登 16．7 2L8 23．8

耕地面積　（融） 16．8 叢？，3 17．5 22．4 24．0 23．9 23．9

家族労働力　　（入） 4 3 4 4 4 3 3

機械装備（トラクタ鋤， 馬醗

－一

撃U ％ 1 重 2 2

家　　　畜　　（頭） 魂鯛n　4
茎 ？

な　し 〃 〃 〃

注1） 反収指数は町の平均反1又を綱1に：臨
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昭　和　5　i　年　度　の　慨　況

反　収　（指数）

作付なし

3，000kg（85）

210（1竃2）

320　（97）

11200　　（　88）

N

施．肥　絃　（k望）

作

1α5

7．2

7．2

8．O

P

付　な

16，5

？．2

12．G

…4、4

1く

し

13．5

4．5

6，0

9．6

晶晶

o

G

0

｛｝

高高好．隻欄1脇の1轍小胴形状イく醐一

　　も
払艦．妻亜
トラクター50P．S●651，S・作業機個人む

5．500kg（三〇〇）

3・600（、玉02）．

252　 （135）

330　　（蓋00）

韮，400　　（103）

16．0 38．4 藍9，2 o

o

o

o

｛｝

土病余・餅塁1醐のi鰍火’形櫛li一

三1三人4．豊一壷焼・父7三

トラノ粥’4？P§●551》s・作業機畑田5削嗣

6・董｛｝Okg（下り．

3・48・（．92

．4・0

9、o

2・｢（1．28

288　（88

叢・5№潤iuo

6・o

7．2

9．｛｝

44．0

24．0

．！6・8

…80

三6．2

24．0

三3．｛｝

9．韮

董L7

玉。．8

豚プン

o

o

◎

o

飛び地5・3玖作伽ll墜曜｛大’形　杯i・　1…

三1三却8・塑6，・茎狛9

トラクター鵜五’S魯 ､0韮唱・作業機大部分個人イ∫

備 考

農家経済

　｛1｝機業粗収入　800万円

　（2｝擬業所褐　　4G．0％

　（3）竹叢支出　　　一

　｛4）　負債総額　　　20万円

作付方式

　｛1）　4年輪作

　（2）昭和50年頃から拶1在の方式

　（3｝一部の裾場で採用

農宏経済

　｛1｝農業糧収入　L306万内

　（2｝農業所得　　　4L3％

　｛3）　　籔言卜支1島　　　　　　　1　0．0　曳％

　（4｝　三三総額　　　　一

‘乍占方武：

　｛P　3年輪作

　（2》　　解錘li　4　7～4　8有魂頁力・ら乏見質三¢）プノ謎こ

　（3｝一部の刷場で室采用

農家経済

　｛の　農業凱収入　1，400万円

　｛2｝　　農業」りτ｛1垂　　　　　　5　0．3　1♪｛1

　（3）　家i；技出　　　　一

　｛4）　負仙総額　　　　一

作付方式

　｛1）輪作の定型なし

　｛2）　昭和50年頃から現在の方式

一・ R5一



　次に、作付構成や輪作方式についてみれば．作付構成でけAタイプでまめ作比率

が非常に低く根菜作比率がやや高いのに対し、3タfゾではまめ作比率が比較的高

くて根菜作比率がやや低いという特徴が認められる，、現在の輪作方式については．

Aタイプでは輪作年限が4年目ものが最も多く、一部には5年輪作もみられてBタ

イプよりやや長くなって於り、輪作の採用度合も比・1凌的高い。これに対し、Bタイ

プでは輪作年限は3年が最も多く、；・桝こは定型をもたぬ経鴬があり、輪作の採用度

合も総じて低くて全体：的に輪作体系の確立が不安定な経回が多い。

　また、端的な生産力指標として反収水準と施肥縫水準に着目すれば、反収水準は

Aタイプでは全作物について全体的に高いのに対し、BタイプではAタイプに比べ

て相対的に低く、明確な差異が認められる。そして施肥最水準をみれば、化学肥料

の施肥量では両者はほとんど同じか或いはAタイプがやや多い程度で大きな差は認

められないが、有機物投入の側面では．Aタイプにはてんさい圃場に対して大半の

経営で堆肥の施用が行なわれているのに対し．8タイプでは全ぐと云って良いほど

利用されていない。

　最：後に、轟家経済の二三をみれば、Aタイプの経醤では喪業粗収入が相対的に多

く、とくに所得率の高いのが特徴的であるが、これに対し、Bタイプの経回では相

対的に農業粗収入が少なくて所得率の低いものが多く、鐸！猪の問には経済的群多生藩

条件の違いがある程度認められる。

　以上のように、作付決定行動様式を異にする二つの経営タイプの現在に診ける生

産力的到達段階を比較すれば、経鴬要素の性格や作付構成訟よび輪作方式，或いは

生産性水準や農家経済の状況などには比較的はっきりした違いが認められ、生産力

的・経済的再生産条件にはかなりの差異が存在する。そして、当然のことながら経

営構造にも違いが認められる。

　次に、A・B両タイプ闇に現在のような経二間格差が醸成されてくる長期的過程

を分析するB的で個別経営の最近の約20年間の二二展開のフ●ロセスに着目し、それ

を主として作付動向を中心にしながら考察する。結果的には、現在の経鴬間に存在

する経営構造の差異、っ曇り経営1主体の牲格の違いは、それぞれの経當の三二展開

の差異に起困ずることが明らかになるが、以下、その内容を検討する。

　まず最初に、棊本的生産要素の動向に簡単に触れておけば．耕地面積の動向は、

②一①でも述べたようにいずれの経鴬も鳥神43年ないし47年以降ではほほ安定的な

経営であり、町内では以前から中・上贋に位置して選た経晶群である。しかし、ど

ちらかといえばAタイプに以前から比較的諏積規模の大きな経回や、わずかつつで

　　　　　　　　　　　　　　　　　一36一



はあるが規模拡大を実現してきた経営が相対的に多くみうけられる。

　労働力保有の動向は、A・B両タイプではあ懐り差はなく昭和3G年代は象族労働

力が比較的多いが、その後、機械化の進展に伴ってやや減少するものの40年代でも

依然、平均3入程度の叡族労働力が保有されてきている。しかし、前述したように

最近、Bタイプの経営内には労働力の再生睦をめぐって多少の変化が認められるも

のがある。

　機械化動向では、調査農家は町内では以前から中・上州に位置していたところが

ら、A、　Bタイプ間にはトラクター段階への移行時期には差異はみられず、ほとん

どの経営が昭和30年代後半から40年頃にかけて機械化段階に移行している。そして、

その後の大型機械化も一様に展開してきているが、先に述べたようにBタイプでは

最近、機械の興野と利用の両側緬から導入のウエイトを高めてきている経営がいく

つか’存在する。

　家畜飼養の動向は、A・B両タイプの醐にはほとんど差異は認められない。馬耕

段階では馬以外に乳用牛や鶏の飼養が一部の経営で実施されているが、トラクター

の導入以鋒は耕地而積の拡大もあって盤畜部門はほとんど排除されてきている。

　さて次に、このような経営要素の動向と並行した作付体系の変化をみることにす

る。芽室町に於ける一般的な作付動向の特徴は既に2．で触れたが、A・B両タイプ

の最近20年闇の作付動向を比較すれば次のような特徴が明らかになる。

　蓑ず，作付変動の方向をみれば、Aタイプは昭和30年代の初期にはまめ作比率が

かなり高く、rまめ作偏重」型の傾向が強いが、最近ではまめ作比率は激減して全

く作付のない経覚もあり、てんさいやばれいしょ，小麦、スイートコーンを軸にし

た新しい作付方式に移行している経営が多いのが蒋徴である。これに対し、Bタイ

プの経営は、昭和3G年代の初期に1懐Aタイプと同様な「まめ作編重」型の作付が支

配的でゼー部にはややまめ作比峯の低いものも認められるQその後の動向は方向と

してはAタイプとほぼ共通的であるが、しかし、最近の到達段階ではまめ作比率が

比較的高く、Aタイプのような新しい作付方式に完全に移行していない経営の多い

のが特徴である。ま九．一部には連作障筈によりてんさいの作付を中止している経

営が認められる。

　次に、輪作方式の確立について検討すれば、Aタイプでは現在の輪作体：系確立の

時期がBタイプに比べてやや早くなっている。つまり、Aタィブでは、スイートコ

ーンの作付が比較的早く昭和’17盗群頃より、一部では45年頃から開始され、小麦の場

合にも作付が増加する時期が昭和47年頃からのように比較的早く、大体昭和46～47
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年頃に現在の新しい輪作方式が確立されている。これに比して、Bタイフ’では、ス

イートコーンの導入や小麦の作付増加時期が比較的遅くて現在の輪作方式の採用時

期も相対的に遅く、一部には懐だ輪作体系を充分に確立しえない経営も存在する，，

　このように各々の経営の経営展開過程を分析すれ歩1ど、A・B両タィブ悶にはかな

参明確な階層性が認められる。すなわち、Aタイプはこの間比較的安長建的な生巌力

展開を行ない、現在の新しい土地利用方式を積極的に創mしてきた経鴬群を多く含

んでいるのに対し、BタイプはAタイプに比して相対的に不当定1’i勺力：生産力展開と

なって輸り、土地利用方式自体、Aタイプに追随的なかたちで推移してきて、今な

澄安定的な輪作方式を確立できずにいる経営も少悉くない。

　こうした経鴬展開の違いは、現段階のA、β両タイプの経営間格差と密接不可分

に対応して蔭り、現在の両者の経’欝構造の差異は、それぞれの経営の生産力の展開

過程に著しく規定されていることが判明する。

　以上のような関係から、輪作を塞準にみた二つの作付決定行動様式は、経営の生

産力展開過程に裏付けられる階層性に起困した経営構造の差として、つまり経営主

体の性格の差の反映として把えられ、階層的な行動様式として位置づけられる撃

4、まとめと今後の課題

　小論では、生産力視点から農業経営組織論纂1究への接近をはかるために、直接的

にはその一時的階梯として課題を畑作経営に於ける作付決定行動の考察に限定して

扱った。

　そして、経営実態調査にもとづいてそれぞれの畑作経営の作イ・∫決定行動の実態を

検討し、摘出された作付決定行動様式と経営油煙の性格の関連彰1三を分析した乳、

　その結果、現実の畑作経當に認められる多様壕作付決定行動は、輪作という濃縮

された基準でみれば、輪作を行動墓園にする作付決定方法よりもたらされる行動様

式と、輪作を行動纂準にできぬが故に経済的条件や労働力的条件を直接的な墓準と

する作付決定方法からもたらされる行動様式の二つに類型区分された。そして、そ

の二つの作付決定行動様式は．畑作経営の生母力痘遷開陳稗に裏付けられた階層性に

もとつく経営構造の差、g懐り経営主体の性格の差の反映として把えられた。すな

わち、こ二つの作付決定行動様式は、経期間の階屑的な行動様式として位暦づけられ

た。

　最後に、以上のような作付決定行動の考察をふ識えて、B的とする畑作経営組織

成立のメカニズムを分析するための手がかりをいくつか模索して齢きたい，，
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　まず、ここでは経営主体の経営行動の一端である作付決定行動を経営の短期的対

応の問題として扱ったが、作付決定行動を経鴬紐織の構築行動に位置づけて把えよ

うとする場合には、それを経常の長期的対応の閥題と関連させて考察することが重

要になってくる。何故なら、縫営総織の問題は決して単純に静態論的に扱われるべ

きではなく、経蛍方式や土地利用方式などの中に位置づけて長期・動態論的な観点

とあわせて扱うことが重要だからである。その意昧で、作付決定行動の分析は短期

的な継営営織構築行動の問題としてのみならず、土地利用の観点からいえば作付：方

式や輪作方式などと関連させて長期的経営対応の立場から経営組織構築行動の問題

として扱うことが重要になってくる。この場合にも生産力論的な分析祝角はやはり

重要な意義をもつものと考えられる。

　次に、ここでは経鴬認三体の性季各を分析する場合に収益性側面からの検討が必ずし

も充分でなかったが、よ参詳細なデータを利用して経営計算を実施し、各経営で認

識している経鴬1劉票の門下1｛i勺内容を吟味して収益㌍｛i比較を行ない、経営主体の性格

をより一層、厳～騎に把握することが重要である。そして、あわせてそれらの経営分

析をふまえた経當組織の展開二過程の分析が必要と惑れる（，

　震た同様に、今鰯の調査事例農家は1町内では中・上層に仏乞羅する比較的安定的な

経営であったところがら、この巾でみられた二つの階麟的行動様式の性格や二つの

タイプ間の経営組織の差異の意味をより一層明確にするためには、もっと異なった

経回階層、たとえばm～1騒α層の畑作継’贈などに着用して補足的な検討を行なう必
　　　α参
要がある、）

　以上のような作業を実施し、より広範かつ正確な分析データを蒐集して始めて、

こうした実証分析から婦納的結論を導ぐことカζできるのであり、それに立脚した演

繹的考察をふ該えてこそ始めて、畑作経鴬に：嶽ける経営組織成立の論理や一般的な

農業経営紐織成立のメカニズムが解明されると考えられる。

　注

（D　伝絞的農業経鴬学ひこ対する批判は、戦後筏もなくから岩片磯雄や金沢夏樹らを

　中心にして行なわれて嚢た。高僑IE郎は、これらの濃業経営研究の流れを「生産

　構造論的農業経僧学」として包括し、この立場についてヂこれは従来の経営学が

　経済｛生を指導早撃として、痔えられた経済壌境に対して、個々σ）経営が組織論的

　均衡を部分的に追求してきたにすぎない。そこには経営を取巻く条件の社会構造

　的祝点は全くないぽかりか、個別経営の私継済の否定という誤りを診かすもので
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　あると批判し、個別経営を私経済としてとらえ，かっそれを社会経済との関係で

　主張する立場である」と養とめている。（高橋「農業経鴬β｝究方法に関する一省

　察」『農業経済研究』第39巻4号、ig68年、：P！82より引用）な訟、この点に

　ついては金沢夏樹「我が国農業経営学の動向と反省」『舞業経済研究』第27巻1

　号、1955年澄よぴ岩片磯豆「農業経労の基本問題」『農学講座聾第1巻1948

　年、『農業経営学』1954年夏参照のこと。霊た、あわせて和田照男ゼ日本に於

　げる経済的土地分級研究の展開」金沢編薯1’経済的土地分級の研究』1973年、

　第4章なども参照されたい。

②　たとえば、岩片前掲君お・よび同「艇業経営学に訟ける集約度概念」『農業経済

　研究』第21巻1号、1949年、矢島武r農業経営の変動」大槻正男還：歴記念『提

　業経営経済学の研究』1958年、最近では江島一浩r農業経當学と農法論」農法

　研究会編『農法展開の論理』1975年、第lll部lllなど数多くの研究がある。

③　わが国の小農的な家族経営の性格をいかに把握するかについては、これまで舞

　業経営研究や農民層分解論、農睦物価格論などの観点から接近が試みられてきて

　いる。しかし、提業経営研究の立場からはこの課題については従来必ずしも充分

　な取り組みがなされてきているとはいえない。数少ない研究としては磯辺秀俊「

　家族農業経営の類型」磯辺編『家族農業経営の変貌過程』韮962年、第1章、和

　田照男・伊藤喜雄「農業経営と階屑」磯辺編『日本の農業経鴬』196｝年、第8

　章などがある。な澄、艇業経営研究の調澗からではないが、農民層分解論や農麗

　物価格論の側面からr小職筆墨」の発展に関する研究を整理したものとして御岡

　喜博「『小経営』発展の一般碧1論」『果樹作農業の経済的研究』1963年．第4

　章童蒙節、同「小燈経鴬の発展と轟睦物価格形成、農艮屑分解の論理」『±地制

　度史学』第52号茎97玉薬がある。

（4）　この点たとえば、高橋班郎は戦後の舞業経當学を担った二つの研究方法として

　生産構造論と経鴬計画論をとりあげて両岩の理輪姦限界に角虫れている。そして、

　前者についてはホモ。エコノミクスを前捉とし、経鴬者のマネイジメントの機能

　を軽視したこと、後者については昌的一乎段関係で目的自体には関係せず、前提

　として考えたことなどをその理由として指摘している。（高橋前掲論文、P184

　～：P娼5）こうした両者の枠組み自体、経鴬組織論の限界に連議していることは

　いうまでもない。

　　このことと関連して、矢島武は「『小農』が過渡的な存在形態にすぎず、やが

　ては純化の方向に向うべきもの」（矢島r艇業経當の考え方」『現代の轟業経営
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　判196玉野、序説P5より引用）と述べているが、この場合にも「小農」はどの

　ような筋道を経て発搬し、誠た現在いかなる段階に到達しているのかといった点

　について当然、理論的な整序が必要とされる。

　　また、七戸長生は矢島武の継子紐織論について触れて、経営侵的論や経営確立

　論・の部分では生悟力向上の観点を強く打鳩した「純収益説」がきわめて説得的で

　あるのに対し、経営壁織論の部分では生産力祝点に立った経営組織論が必ずしも

　積極的に展開されておらず、単純にプリンタマン流の組織論が踏襲されている傾

　向が強いところがら「純収益説」を基盤をこして「あるべき姿」を提示するという

　新しい農業理1論の体系姓・一貫性がその部分では大幅に後退していると述べてい

　る。（七禅「北海道農業のガ戦後改革期』に訟ける農業経営研究の特色」北大農

　業経営学教門1ヂ農業継馬研究jl鎮4号1977年）

　　こうした四面については、今後．克服されねばならぬ課題として充分詰められ

　る必要があると考えられる，）

（5）　七戸前掲論文参照

（6》　土地条件と経鴬窄了動との関連性を扱った研究は従来決して多くはないが、これ

　蓑では経済的±地分級の研究の翻面から喪として呈号片を中心とする九大グループ

　や金沢等を中心とする東大グループによって行なわれてきている。この点の整理

　は、金沢編著が経済的±地分級の研究』王973奪に詳しい。

（7）　この作付麟場の大きさは，最近、大型専用作業機の利用の一般化により拡大さ

　れる傾向にある。しかし、この問題はここでは直接的1（取り扱うべき課題ではな

　いので詳細は翻愛するが、調査農家の過去3ケ年の作付姻の大きさを比較すれぱ、

　大型機械化の進展と対応して徐々にではあるが面積規模や畦長は拡大されてきて

　むり、秘地銀積に変化のない聖餐をでは少しつつ阿字枚数の減少傾向が認凝）られる。

　な訟、この輿態については、杉本文三「畑地帯のご1つ也利用と生野組織化」斗ヒ膿試

　農業平野部研究資料養、39号iヂ道東畑頚三機業の地域的位嚴づけと営儂1集団の経営設

　計、舅1975年、IVを参考に・されたい、，

〈8）　＝｝：地条件と作付決気三行動の関連について，この実態調査では±地条件として主

　に作付園場の規漠や形状が問題となったが、一・般に幟傾斜や耕地分｝敦、水利、土

　壌類型などさ凌ざまな条件が影響するものと：考えられる。なお、土地条件と農i業

　経営のあり方についてこれまで比較的多くの研究がなされてきているが．この点

　に関しては金沢編自lf掲：墨｛1：第61£簿を参照されたい、，

（9）　この点に関しては、偲別経営の経當展1用と機械利用組織の1蜀連を扱った、拙稿
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　「機械利用組織に関する一考察」北大幾業経’営学教室『磯業経営砺究胆976隼

　や北海道農業開発機械化研究会『公社貸付営縫用機拳ノ浅利用に関する調査報告著1：』

　1976年を参照のこと。懐た、十勝の畑作地鵜に漆ナいてとくに、芽室町の畑作経

　営を対象にして生産組織と個別の土地利11｝の関係を扱ったものに北海道農試儂業

　経営部のいくつかの研究がある。たとえ確、北海道農試農業経営部資窄：1第3？号、

　39’号、42号や五十嵐憲蔵編薯『畑作農業の開発1支質評価とシステム化，11977郊

　など。

¢O　芽室町の小麦生頭をめぐる機械・施設の利用問題に関しては、北海道燈試農業

　経営部資斜第39一号、同『道東地域に澄ける畑作艘業システムに関する素材分析』

　1974年、五十嵐編著前掲韓などに詳しい。

α9農業経営の目標については、理論的にも一般的にも経済的指標で扱われている

　が、この点についてこの調査では必ずしも厳密に確認はしていないので、ここで

　はあえて「経済的側面からみた経當ξi標」という衷現を用いた。

働　北大農業経営学教室では、作付変動要閃や輪作方式の確立などの研究課題を掲

　げてこの間研究を進めてきているが、そこでは経営組織成立の問題は作付方式や

　輪作方式との関連で比較的長期的な経鴬対応の問題として扱われている。そして、

　そこでは作付変動の実態や要1利分析は、輪作方式や経営方式との関連で一定明ら

　かにされているが、小稿のこの部分で取り上げた嬢期的な作付変動の実態は、輪
　　　　　　　　　　り　　き　　ゆ
　作方式や経営方式のうねりの串で起きる長期的な作付変動の一一断爾として位観づ

　けられるであろう。なむ、北大塵外経営学研究箪の研究成果としては、全濁農林

　統計協会連合会『畑作物の作付変動要閃に関する調査研究報告書、い975年、岡

　『畑作経営に澄ける輪作体系の決定構造に関する研究』玉976犀を参照のこと。

⑬　注㈲でも触れたように、従来の外業経営研究の分野ではこの「経営主体の性格

　」に関する問題はやや等閑視されてきたむきがあるが、渡辺兵力は「経営主体の

　性格」に対する研究の軍要性を指摘し、とくに、「階屑」という条件と関わって

　経営主体の階層的行動様式の究明が必要であることを述べている。渡辺「碧：評・

　磯辺編lr「日本の農業経営』jll濃i業総合研究灘第15巻4号1961年。

⑯　「1975年農業センサス畑作基本統計表1によれ敬f、牽勝地域の畑作経鴬形態

　の経営耕地面積階層別のイ／ド付は、10～！5痂階層を分i岐屑に1ノてその内容が異なつ

　て旧り、経営行動を分析する場合には鶏～1騒β贋の経當が一つの鍵を握っている

　と考えられる。
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〔付記〕

　小論を取り譲とめるに際しては、桃野作次郎むよぴ七戸長生両先生を始めとして

農業経営研究会のメンバーより多くの示唆や指導を頂いた。とくに、七戸先生には調

査票の作成から取りまとめに棄る壷で懇切丁寧な御指導を頂き．深甚よりお礼を申

し上げる次第である。譲た、実態調査では農家や町役場農政課の方々は勿論のこと、

北海道燈試畑作部機拳戒化経蛍研究室の中沢功室長や北海道立十勝農試機械科の長毘

配克氏、浦谷孝義氏等にはいろいろ御世話に：なった。あわせて御礼を串し述べるQ

　な戯、これは第54園北海道農業経済学会での個鋼報告をもとに、それにいくつ

かの補足部分を加えて俵とめたものである，，
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